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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するための方法であって、
　少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することと、
　少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立することと、
　セル間のタイミング差を報告するための状態に関係する１つまたは複数のパラメータを
指定する報告構成を受信することと、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定することと、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告することと
　を備え、前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が、考えられるタイミ
ング正確さに対応する範囲の外側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応する
として前記状態を検出することに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタ
イミング差は、前記考えられるタイミング正確さに対応する前記範囲の内側にあったサブ
フレーム整合における前のオフセットに対応した、方法。
【請求項２】
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
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を報告するための方法であって、
　少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することと、
　少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立することと、
　セル間のタイミング差を報告するための状態に関係する１つまたは複数のパラメータを
指定する報告構成を受信することと、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定することと、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告することと
　を備え、前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が、考えられるタイミ
ング正確さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応する
として前記状態を検出することに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタ
イミング差は、前記考えられるタイミング正確さに対応する前記範囲の外側にあったサブ
フレーム整合における前のオフセットに対応した、方法。
【請求項３】
　前記第１の接続が、少なくとも前記第１のセルを備えるマスタセルグループとのもので
あり、前記第２の接続が、少なくとも前記第２のセルを備える２次セルグループとのもの
である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告構成を受信することが、少なくとも前記第１のセルまたは少なくとも前記第２
のセルから前記報告構成を受信することを備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記タイミング差を報告することが、周期タイマーの満了として前記状態を検出するこ
とに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前
記周期タイマーに関する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が少なくともしきい値だけ仮定
されたタイミング差とは異なるとして前記状態を検出することに少なくとも部分的に基づ
き、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記仮定されたタイミング差ま
たは前記しきい値に関する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項７】
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が少なくともしきい値だけ前に
報告されたタイミング差とは異なるとして前記状態を検出することに少なくとも部分的に
基づき、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記しきい値に関する、請
求項１または２に記載の方法。
【請求項８】
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が、考えられるタイミング正確
さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応するとして前
記状態を検出することに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタイミング
差は、前記考えられるタイミング正確さに対応する前記範囲の外側にあったサブフレーム
整合における前のオフセットに対応した、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記タイミング差を報告することが、禁止タイマーの満了として前記状態を検出するこ
とに少なくとも部分的に基づく、請求項１または２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タイミング差に少なくとも部分的に基づいて前記第１の接続または前記第２の接続
を介して通信するための１つまたは複数のパラメータを構成することをさらに備える、請
求項１または２に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１の接続または前記第２の接続のために定
義された測定ギャップに対応する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも前記第２のセルによってサービスされる前記第２の接続を構成するための接
続再構成メッセージを受信することをさらに備え、ここにおいて、前記第２の接続を確立
することが、前記接続再構成メッセージを受信することと、前記タイミング差を報告する
こととに少なくとも部分的に基づいて前記第２の接続を構成することを含む、請求項１ま
たは２に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１～１２のうちのいずれか一項の方法を実施するための手段を備える、ワイヤレ
スネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差を報告する
ための装置。
【請求項１４】
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するためのコンピュータ実行可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体であっ
て、前記コードが、請求項１～１２のうちのいずれか一項の方法を実施するためのコード
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明
確に組み込まれる、２０１５年６月１７日に出願された「TECHNIQUES FOR REPORTING TIM
ING DIFFERENCES BETWEEN MULTIPLE CELLS OR CELL GROUPS IN MULTIPLE CONNECTIVITY W
IRELESS COMMUNICATIONS」と題する非仮出願第１４／７４２，４４２号、および２０１４
年７月１１日に出願された「TECHNIQUES FOR REPORTING TIMING DIFFERENCES BETWEEN MU
LTIPLE CELLS OR CELL GROUPS IN MULTIPLE CONNECTIVITY WIRELESS COMMUNICATIONS」と
題する仮出願第６２／０２３，７１７号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、多重接続
性ワイヤレス通信においてタイミング差を報告するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局（たとえば、ｅノードＢ）を含み得る。ＵＥ
は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（また
は順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向
リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]多重接続性において、ＵＥは、複数のリンクを使用する複数の基地局によって構
成された複数のセルまたはセルグループと通信するように構成され得る。この構成では、
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複数のセルまたはセルグループは、時間的に同期されないことがあり、それは、セルまた
はセルグループの間のタイミング整合から恩恵を受け得るいくつかのプロシージャの障害
を生じ得る。そのようなプロシージャは、ＵＥが、他の周波数または無線アクセス技術の
セルを測定するために、複数のセルまたはセルグループからその間に離調することができ
る測定ギャップ、ＵＥ受信機が、電力消費を低下させるために、一定の持続時間中にのみ
アクティブである間欠受信（ＤＲＸ）モード動作などを定義することを含み得る。しかし
ながら、複数のセルまたはセルグループがそのようなプロシージャのために時間整合され
ない場合、ＵＥトランシーバは、別のセルまたはセルグループによって定義された測定ギ
ャップ中に、あるいは別のセルまたはセルグループによって定義されたＤＲＸモードのた
めのアイドル期間中に、あるセルまたはセルグループからの信号を逃し得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、多重接続性ワイ
ヤレス通信において複数のセルまたはセルグループ間のタイミング差を決定し、報告する
ための技法に関する。たとえば、複数の基地局によって構成された複数のセルと通信する
とき、タイミング差を報告するための技法について、本明細書で説明する。
【０００７】
　[0007]一態様によれば、ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間
のタイミングにおける差を報告するための方法が提供される。本方法は、少なくとも第１
のセルによってサービスされる第１の接続を確立することと、少なくとも第２のセルによ
ってサービスされる第２の接続を確立することとを含む。本方法はまた、セル間のタイミ
ング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定する報告構成を受信
することと、少なくとも第１のセルと少なくとも第２のセルとの間のタイミング差を決定
することと、報告構成に少なくとも部分的に基づいて、第１の接続を介して少なくとも第
１のセルに、または第２の接続を介して少なくとも第２のセルにタイミング差を報告する
こととを含む。
【０００８】
　[0008]本方法はまた、を含み得、ここにおいて、第１の接続が、少なくとも第１のセル
を備えるマスタセルグループとのものであり、第２の接続が、少なくとも第２のセルを備
える２次セルグループとのものである。本方法は、をさらに含み得、ここにおいて、報告
構成を受信することが、少なくとも第１のセルまたは少なくとも第２のセルから報告構成
を受信することを備える。さらに、本方法は、を含み得、ここにおいて、タイミング差を
報告することが、周期タイマーの満了を検出することに少なくとも部分的に基づき、ここ
において、１つまたは複数のパラメータが、周期タイマーに関する。さらに、本方法は、
を含み得、ここにおいて、タイミング差を報告することは、タイミング差が少なくともし
きい値だけ仮定されたタイミング差とは異なると決定することに少なくとも部分的に基づ
き、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、仮定されたタイミング差またはしき
い値に関する。本方法はまた、を含み得、ここにおいて、タイミング差を報告することは
、タイミング差が少なくともしきい値だけ前に報告されたタイミング差とは異なると決定
することに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、
しきい値に関する。
【０００９】
　[0009]本方法はまた、を含み得、ここにおいて、タイミング差を報告することは、タイ
ミング差が、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の外側にあるサブフレーム整合
におけるオフセットに対応すると決定することに少なくとも部分的に基づき、ここで、前
に報告されたタイミング差は、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の内側にあっ
たサブフレーム整合における前のオフセットに対応した。さらに、本方法は、を含み得、
ここにおいて、タイミング差を報告することは、タイミング差が、考えられるタイミング
正確さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応すると決
定することに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタイミング差は、考え
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られるタイミング正確さに対応する範囲の外側にあったサブフレーム整合における前のオ
フセットに対応した。さらに、本方法は、を含み得、ここにおいて、タイミング差を報告
することが、禁止タイマーの満了を検出することに少なくとも部分的に基づく。本方法は
また、タイミング差に少なくとも部分的に基づいて第１の接続または第２の接続を介して
通信するための１つまたは複数のパラメータを構成することを含み得る。さらに、本方法
は、を含み得、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、第１の接続または第２の
接続のために定義された測定ギャップに対応する。さらに、本方法は、少なくとも第２の
セルによってサービスされる第２の接続を構成するための接続再構成メッセージを受信す
ることを含み得、ここにおいて、タイミング差を報告することが、報告構成を受信するこ
とに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、第２の接続を確立することが、接続再構
成メッセージを受信することと、タイミング差を報告することとに少なくとも部分的に基
づいて第２の接続を構成することを含む。
【００１０】
　[0010]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタ
イミングにおける差を報告するための装置が提供される。本装置は、少なくとも第１のセ
ルおよび少なくとも第２のセルと通信することを可能にするために、少なくとも第１のセ
ルによってサービスされる第１の接続を確立することと、少なくとも第２のセルによって
サービスされる第２の接続を確立することとを行うように構成された通信構成要素を含む
。本装置はまた、セル間のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラ
メータを指定する報告構成を受信するように構成されたタイミング差トリガリング構成要
素と、少なくとも第１のセルと少なくとも第２のセルとの間のタイミング差を決定するよ
うに構成されたタイミング差決定構成要素と、報告構成に少なくとも部分的に基づいて、
第１の接続を介して少なくとも第１のセルに、または第２の接続を介して少なくとも第２
のセルにタイミング差を報告するように構成されたタイミング差報告構成要素とを含む。
【００１１】
　[0011]さらに、本装置は、を含み得、ここにおいて、第１の接続が、少なくとも第１の
セルを備えるマスタセルグループとのものであり、第２の接続が、少なくとも第２のセル
を備える２次セルグループとのものである。本装置はまた、を含み得、ここにおいて、タ
イミング差トリガリング構成要素が、少なくとも第１のセルまたは少なくとも第２のセル
から報告構成を受信するように構成される。その上、本装置は、を含み得、ここにおいて
、タイミング差報告構成要素は、タイミング差トリガリング構成要素が、周期タイマーの
満了を検出することに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を報告するように構成
され、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、周期タイマーに関する。本装置は
また、を含み得、ここにおいて、タイミング差報告構成要素は、タイミング差トリガリン
グ構成要素が、タイミング差が少なくともしきい値だけ仮定されたタイミング差とは異な
ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を報告するように構成さ
れ、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、仮定されたタイミング差またはしき
い値に関する。さらに、本装置は、を含み得、ここにおいて、タイミング差報告構成要素
は、タイミング差トリガリング構成要素が、タイミング差が少なくともしきい値だけ前に
報告されたタイミング差とは異なると決定することに少なくとも部分的に基づいて、タイ
ミング差を報告するように構成され、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、し
きい値に関する。
【００１２】
　[0012]さらに、本装置は、を含み得、ここにおいて、タイミング差報告構成要素は、タ
イミング差トリガリング構成要素が、タイミング差が、考えられるタイミング正確さに対
応する範囲の外側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応すると決定すること
に少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を報告するように構成され、ここで、前に
報告されたタイミング差は、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の内側にあった
サブフレーム整合における前のオフセットに対応した。本装置はまた、を含み得、ここに
おいて、タイミング差報告構成要素は、タイミング差トリガリング構成要素が、タイミン
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グ差が、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整合にお
けるオフセットに対応すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差
を報告するように構成され、ここで、前に報告されたタイミング差は、考えられるタイミ
ング正確さに対応する範囲の外側にあったサブフレーム整合における前のオフセットに対
応した。さらに、本装置は、を含み得、ここにおいて、タイミング差報告構成要素は、タ
イミング差トリガリング構成要素が、禁止タイマーの満了を検出することに少なくとも部
分的に基づいて、タイミング差を報告するように構成される。本装置はまた、を含み得、
ここにおいて、通信構成要素が、タイミング差に少なくとも部分的に基づいて第１の接続
または第２の接続を介して通信するための１つまたは複数のパラメータを構成するように
さらに構成される。さらに、本装置は、を含み得、ここにおいて、１つまたは複数のパラ
メータが、第１の接続または第２の接続のために定義された測定ギャップに対応する。本
装置は、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を構成するための接続
再構成メッセージを受信するように構成された接続構成構成要素をさらに含み得、ここに
おいて、タイミング差報告構成要素が、報告構成を受信することに少なくとも部分的に基
づいてタイミング差を報告するように構成され、ここにおいて、通信構成要素が、接続再
構成メッセージを受信することと、タイミング差を報告することとに少なくとも部分的に
基づいて第２の接続を構成することに少なくとも部分的によって第２の接続を確立するよ
うに構成される。
【００１３】
　[0013]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタ
イミングにおける差を報告するための装置が提供される。本装置は、少なくとも第１のセ
ルおよび少なくとも第２のセルと通信することを可能にするために、少なくとも第１のセ
ルによってサービスされる第１の接続を確立するための手段と、少なくとも第２のセルに
よってサービスされる第２の接続を確立するための手段とを含む。本装置はまた、セル間
のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定する報告構
成を受信するための手段と、少なくとも第１のセルと少なくとも第２のセルとの間のタイ
ミング差を決定するための手段と、報告構成に少なくとも部分的に基づいて、第１の接続
を介して少なくとも第１のセルに、または第２の接続を介して少なくとも第２のセルにタ
イミング差を報告するための手段とを含む。
【００１４】
　[0014]本装置はまた、を含むことができ、ここにおいて、第１の接続が、少なくとも第
１のセルを備えるマスタセルグループとのものであり、第２の接続が、少なくとも第２の
セルを備える２次セルグループとのものである。本装置は、をさらに含み得、ここにおい
て、受信するための手段が、少なくとも第１のセルまたは少なくとも第２のセルから報告
構成を受信する。
【００１５】
　[0015]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタ
イミングにおける差を報告するためのコンピュータ実行可能コードを備えるコンピュータ
可読記憶媒体が提供される。コードは、少なくとも第１のセルおよび少なくとも第２のセ
ルと通信することを可能にするために、少なくとも第１のセルによってサービスされる第
１の接続を確立するためのコードと、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２
の接続を確立するためのコードとを含む。コードは、セル間のタイミング差を報告するこ
とに関係する１つまたは複数のパラメータを指定する報告構成を受信するためのコードと
、少なくとも第１のセルと少なくとも第２のセルとの間のタイミング差を決定するための
コードと、報告構成に少なくとも部分的に基づいて、第１の接続を介して少なくとも第１
のセルに、または第２の接続を介して少なくとも第２のセルにタイミング差を報告するた
めのコードとをさらに含む。
【００１６】
　[0016]本コンピュータ可読記憶媒体はまた、を含み得、ここにおいて、第１の接続が、
少なくとも第１のセルを備えるマスタセルグループとのものであり、第２の接続が、少な
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くとも第２のセルを備える２次セルグループとのものである。本コンピュータ可読記憶媒
体は、をさらに含み得、ここにおいて、受信するためのコードが、少なくとも第１のセル
または少なくとも第２のセルから報告構成を受信する。
【００１７】
　[0017]本開示の様々な態様および特徴について、添付の図面において示されるように、
それの様々な例を参照しながら以下でさらに詳細に説明する。本開示について様々な例を
参照しながら以下で説明するが、本開示はそれに限定されないことを理解されたい。本明
細書の教示へのアクセスを有する当業者は、追加の実装形態、変更形態、および例、なら
びに本明細書で説明する本開示の範囲内に入り、それに関して本開示が著しく有用であり
得る他の使用分野を認識されよう。
【００１８】
　[0018]本開示のより完全な理解を可能にするために、次に添付の図面を参照し、そこに
おいて、同様の数字を用いて同様の要素が参照される。これらの図面は、本開示を限定す
るものとして解釈されるべきではなく、例示的なものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示
すブロック図。
【図２】[0020]本開示の様々な態様に従って構成されたｅノードＢおよびＵＥの例を概念
的に示すブロック図。
【図３】[0021]本開示の様々な態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグリゲー
ションを概念的に示すブロック図。
【図４】[0022]本開示の様々な態様による、ＵＥとＰＤＮとの間のデータ経路の一例を概
念的に示すブロック図。
【図５】[0023]本開示の様々な態様による、多重接続性キャリアアグリゲーションを概念
的に示す図。
【図６】[0024]本開示の様々な態様に従って構成されたＵＥおよび構成要素の一例を概念
的に示すブロック図。
【図７】[0025]本開示の様々な態様による、ワイヤレスネットワークにおけるネットワー
クエンティティ間の例示的なタイミング差を示す図。
【図８】[0026]本開示の様々な態様による、タイミング差を報告するための方法を示すフ
ローチャート。
【図９】[0027]本開示の様々な態様による、ワイヤレスネットワークにおける接続を構成
するための方法を示すフローチャート。
【図１０】[0028]本開示の様々な態様に従って構成されたネットワークエンティティおよ
び構成要素の一例を概念的に示すブロック図。
【図１１】[0029]本開示の様々な態様による、報告されたタイミング差に基づいて接続を
構成するための方法を示すフローチャート。
【図１２】[0030]本開示の様々な態様による、タイミング差を受信したことに基づいて接
続を構成するための方法を示すフローチャート。
【図１３】[0031]本開示の様々な態様に従って構成された処理システムを採用する装置の
ための例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0032]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造および構成要素がブロック図の形式で示される。
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【００２１】
　[0033]多重接続性ワイヤレス通信モードにおいて複数のセルまたはセルグループ間のタ
イミング差を決定し、報告するための方法、装置、デバイス、およびシステムを含む様々
な技法について説明する。いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス（たとえば、ユーザ
機器（ＵＥ））は、ワイヤレスデバイスがワイヤレスネットワークにアクセスする際にそ
れを介して通信することができる複数のセルの各々から許可されたリソースを受信するこ
とを含み得る、多重接続性ワイヤレス通信モードを使用して１つまたは複数のネットワー
クエンティティによって構成された複数のセルと通信することができる。いくつかの態様
では、ワイヤレスデバイスは、第１のネットワークエンティティの第１の１次セル（たと
えば、本明細書ではＰＣｅｌｌMCGとも呼ぶ、マスタセルグループ（ＭＣＧ）／１次セル
グループ（ＰＣＧ）１次セル）と通信するための第１の構成情報を受信し得る。ワイヤレ
スデバイスはまた、第２のネットワークエンティティの第２の１次セル（たとえば、本明
細書ではＰＣｅｌｌSCGとも呼ぶ、２次セルグループ（ＳＣＧ）１次セル）と通信するた
めの第２の構成情報を受信し得る。多重接続性の場合、ＰＣｅｌｌは、異なるｅノードＢ
（たとえば、ＰＣｅｌｌを与える、本明細書ではＭｅノードＢとも呼ぶ、マスタｅノード
Ｂ／１次ｅノードＢ、およびＰＣｅｌｌSCGを与える、本明細書ではＳｅノードＢとも呼
ぶ、２次ｅノードＢ）によって構成され得る。ＰＣｅｌｌは、１つまたは複数のセル（た
とえば、ＰＣｅｌｌおよび１つまたは複数のＳＣｅｌｌ）を含み得る、それぞれのセルグ
ループ（たとえば、ＭＣＧおよび／またはＳＣＧ）を動作させるように構成され得る。た
とえば、セルグループ中の１つまたは複数のセルは、異なる周波数帯域において動作し得
、および／または１つまたは複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を含み得る。第１の
ネットワークエンティティは、いくつかの例では、第２のネットワークエンティティとコ
ロケートされず（non-collocated）、第１のネットワークエンティティとコロケートされ
得ることを諒解されたい。
【００２２】
　[0034]いずれの場合も、第１の１次セルおよび第２の１次セル（またはそれぞれのセル
グループ）の各々は、互いに時間的に同期されないことがある。したがって、ＵＥは、測
定ギャップを決定すること、間欠受信（ＤＲＸ）モードを使用して通信することなど、セ
ルまたはセルグループの間のタイミング整合から恩恵を受け得るいくつかの動作を実行す
ることを可能にするために、第１の１次セル、第２の１次セル（またはそれぞれのセルグ
ループ）、あるいは他のネットワークエンティティのうちの１つまたは複数に、タイミン
グ差および／または関係情報を報告することができる。ＵＥは、報告構成に基づいてタイ
ミング差を報告し得る。報告構成は、１つまたは複数のネットワークエンティティ（たと
えば、１つまたは複数のｅノードＢ）から受信され、または場合によってはＵＥにプロビ
ジョニングされ得る、ＵＥによって記憶される構成を指し得る。報告構成は、セルまたは
セルグループの間のタイミング差決定をトリガするおよび／またはタイミング差を報告す
るための状態に関係する１つまたは複数のパラメータを指定することができる。したがっ
て、本明細書でさらに説明するように、報告構成は、タイミング差を決定および／または
報告するためのトリガのタイプ（たとえば、周期タイマー、タイミング差間の比較、タイ
ミング差によって影響を及ぼされるサブフレームの決定、禁止タイマーなど）、トリガに
関係する１つまたは複数のパラメータ（たとえば、タイマー値、差を比較するためのしき
い値など）などを示すことができる。いくつかの例では、ＵＥはまた、いくつかの例では
、適切な整合がタイミング差に基づいてセルまたはセルグループの間で達成され得ること
を保証するために、タイミング差が報告されるまで、そのような動作を中断し得る。
【００２３】
　[0035]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに使用され
得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される
。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Te
rrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは
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、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄ
ｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｔ
ＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））など
の無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：
Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）
、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実
装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはＵＭＴＳの一部である。３ＧＰＰ（登録商標）
　ＬＴＥ（登録商標）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用
するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、Ｌ
ＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と
称する団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代
パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project
 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイ
ヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技
術に使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関
して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００２４】
　[0036]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を概
念的に示すブロック図である。ワイヤレス通信システム１００は、ｅノードＢ（またはセ
ル）１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。ｅノー
ドＢ１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０またはｅノードＢ１０５の一
部であり得る基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。１つ
または複数のＵＥ１１５は、多重接続性において、ＵＥ１１５をサービスする様々なｅノ
ードＢ１０５の間のタイミング差を決定および／または報告するための通信構成要素６４
０を含むことができる。１つまたは複数のｅノードＢ１０５は、ＵＥ１１５のための１つ
または複数の動作のスケジューリングを決定するために、他のｅノードＢとのＵＥ１１５
から報告されたタイミング差を受信するための通信構成要素１０４０を含むことができる
。ｅノードＢ１０５は、第１のバックホールリンク（backhaul links）１３２を通してコ
アネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。実施形態で
は、ｅノードＢ１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る第２のバッ
クホールリンク１３４を介して互いと直接または間接的に通信し得る。ワイヤレス通信シ
ステム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得
る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することがで
きる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調さ
れたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制
御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを
搬送し得る。ワイヤレス通信システム１００はまた、複数のフロー上での動作を同時にサ
ポートし得る。いくつかの態様では、複数のフローは、複数のワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）またはセルラーフローに対応し得る。他の態様では、複数のフロ
ーは、ＷＷＡＮまたはセルラーフローとワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）またはＷｉ－Ｆｉフローとの組合せに対応し得る。
【００２５】
　[0037]ｅノードＢ１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５と
ワイヤレス通信し得る。ｅノードＢ１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレー
ジエリア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、ｅノードＢ１０
５は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サ
ービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホー
ムノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。
ｅノードＢ１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分
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のみを構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、
異なるタイプのｅノードＢ１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／
またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得
る。
【００２６】
　[0038]実装形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
ク通信システムである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノー
ドＢ（ｅノードＢ）という用語は、概して、ｅノードＢ１０５を記述するために使用され
得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅノードＢが様々な地理的領域
にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各
ｅノードＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえ
ば、半径数キロメートル）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入して
いるＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的
エリア（たとえば、建築物）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入し
ているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい
地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、無制限アクセスに加えて、フェムトセル
との関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscri
ber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）による制限付き
アクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅノードＢ１０５はマクロｅノードＢと
呼ばれることがある。ピコセルのためのｅノードＢ１０５はピコｅノードＢと呼ばれるこ
とがある。また、フェムトセルのためのｅノードＢ１０５はフェムトｅノードＢまたはホ
ームｅノードＢと呼ばれることがある。ｅノードＢ１０５は、１つまたは複数の（たとえ
ば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。ワイヤレス通信システム１００は
、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によるＬＴＥおよびＷＬＡＮまたはＷｉＦｉ（登録
商標）の使用をサポートし得る。
【００２７】
　[0039]コアネットワーク１３０は、第１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）を介してｅノードＢ１０５または他のｅノードＢ１０５と通信し
得る。ｅノードＢ１０５はまた、たとえば、第２のバックホールリンク１３４（たとえば
、Ｘ２インターフェースなど）を介しておよび／または第１のバックホールリンク１３２
を介して（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いと通
信し得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅノードＢ１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノ
ードＢ１０５からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノード
Ｂ１０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ１０５からの送信は時
間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作
のいずれかのために使用され得る。
【００２８】
　[0040]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルルー
プ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フ
ェムトｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
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【００２９】
　[0041]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
ｅノードＢ１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはｅノードＢ１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送
信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００３０】
　[0042]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、ＵＥ１１５は、１つまた
は複数のｅノードＢ１０５によって与えられる２つまたはそれ以上のセルを用いたキャリ
アアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）または多重接続性ワイヤレス通信を
サポートするように構成され得る。ＣＡ／多重接続性ワイヤレス通信のために使用される
ｅノードＢ１０５はコロケートされ得るか、または高速接続を通して接続されるか、およ
び／またはコロケートされないことがある。いずれの場合も、ＵＥ１１５とｅノードＢ１
０５との間のワイヤレス通信のためのコンポーネントキャリア（ＣＣ）のアグリゲーショ
ンを協調させることは、キャリアアグリゲーションを実行するために使用されている様々
なセル間で情報が容易に共有され得るので、より容易に行われ得る。キャリアアグリゲー
ションのために使用されるｅノードＢ１０５がコロケートされない（たとえば、遠くに離
れているかまたはそれらの間の高速接続を有しない）とき、コンポーネントキャリアのア
グリゲーションを協調させることは、追加の態様を伴い得る。たとえば、デュアル接続性
（たとえば、２つのコロケートされないｅノードＢ１０５に接続されたＵＥ１１５）のた
めのキャリアアグリゲーションでは、ＵＥ１１５は、第１のｅノードＢ１０５（たとえば
、ＳｅノードＢまたはＳｅＮＢ）の１次セルを通して第１のｅノードＢ１０５と通信する
ための構成情報を受信し得る。第１のｅノードＢ１０５は、２次セルグループまたはＳＣ
Ｇと呼ばれるセルのグループを含み得、それは、第１のｅノードＢ１０５の、１つまたは
複数の２次セルと１次セルまたはＰＣｅｌｌSCGとを含む。ＵＥ１１５はまた、第２のｅ
ノードＢ１０５（たとえば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）の第２の１次セルを通して第
２のｅノードＢ１０５と通信するための構成情報を受信し得る。第２のｅノードＢ１０５
は、マスタセルグループまたはＭＣＧと呼ばれるセルのグループを含み得、それは、第２
のｅノードＢ１０５の、１つまたは複数の２次セルと１次セルまたはＰＣｅｌｌMCGとを
含む。
【００３１】
　[0043]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、デュアル接続性のための
キャリアアグリゲーションは、２次ｅノードＢ１０５（たとえば、ＳｅノードＢまたはＳ
ｅＮＢ）がそれのセルのうちの１つをＰＣｅｌｌSCGとして動作させるように構成される
ことを伴い得る。２次ｅノードＢ１０５は、ＵＥ１１５がマスタｅノードＢ１０５（たと
えば、ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）と通信している間にＵＥ１１５が２次ｅノードＢ１
０５と通信するためにＰＣｅｌｌSCGを通して構成情報をＵＥ１１５に送信し得る。マス
タｅノードＢ１０５は、同じＵＥ１１５が他方のｅノードＢ１０５と通信するために、そ
れのＰＣｅｌｌを介してそのＵＥ１１５に構成情報を送信し得る。２つのｅノードＢ１０
５はコロケートされないことがある。
【００３２】
　[0044]本明細書で説明する例では、ＵＥ１１５は、本明細書でさらに説明するように、
ＭＣＧとＳＣＧとの間のタイミング差を決定し、および／または、ＭＣＧ、ＳＣＧ、また
は他のネットワークエンティティの１つまたは複数のｅノードＢ（たとえば、ｅノードＢ
１０５）にタイミング差を報告するために構成され得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ｅノ
ードＢ１０５あるいは関係するセルまたはセルグループのタイミングがそれから決定され
得る、ＭＣＧおよび／またはＳＣＧのｅノードＢ１０５からのシステム情報（たとえば、
１つまたは複数のマスタ情報ブロック（ＭＩＢ））を収集することができる。したがって
、ＵＥ１１５は、システム情報に基づいて、ＭＣＧの１つまたは複数のｅノードＢ１０５
およびＳＣＧの１つまたは複数のｅノードＢ１０５に同期することができ、ｅノードＢ１
０５と同期するために使用されたタイミングに基づいて、ＭＣＧとＳＣＧとの間のタイミ
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ング差を決定することができる。したがって、ＵＥ１１５は、（たとえば、ＭＣＧおよび
／またはＳＣＧあるいは関係するｅノードＢ１０５を介して）ネットワークに決定された
タイミング差を報告することができ、タイミング差は、いくつかの動作（たとえば、測定
ギャップ、通信を受信するためのリソースがその間オンにされるべきであるＤＲＸオン持
続時間など）のためのリソースを整合させるために使用され得る。そのような整合がなけ
れば、ＳＣＧは、ｅノードＢ１０５とは矛盾して、それらの動作のためにＵＥ１１５を別
個にスケジュールし得、これは、それらの動作のためのリソースの不要な利用を生じ得る
。
【００３３】
　[0045]たとえば、ＭＣＧのｅノードＢ１０５とＳＣＧのｅノードＢ１０５とは、タイミ
ングにおいて整合されないことがあり、それにより、ＭＣＧとＳＣＧとは、同様の時間に
位置する異なるサブフレーム（たとえば、異なるシステムフレーム番号（ＳＦＮ）など）
を有し、および／またはサブフレーム境界の異なる整合を有することがある。したがって
、測定ギャップ、ＤＲＸオン持続時間などのタイミング整合を仮定するいくつかの構成は
、タイミング差が、そのような動作のためにＵＥ１１５をスケジュールするセルグループ
のうちの少なくとも１つにおけるｅノードＢ１０５のうちの少なくとも１つに与えられな
い限り、必要に応じて機能しないことがある。したがって、たとえば、ＵＥ１１５は、タ
イミング差を決定し、報告することができ、ｅノードＢ１０５のうちの少なくとも１つが
、構成のために割り当てられるリソースを他のｅノードＢ１０５と整合させる際に、報告
されたタイミング差を使用することができ、これは、構成のためのサブフレームを整合さ
せること、システムフレームが他のｅノードＢ１０５と同時に開始するように、同じＳＦ
Ｎを使用するかまたはサブフレームを整合させるように、ｅノードＢのタイミングを整合
させることなどを含むことができる。サブフレーム境界が整合されない場合、および／ま
たはＵＥ１１５によって測定され、報告されるタイミング差がある程度の不正確さを含み
得る場合、本明細書でさらに説明するように、タイミングを整合させるｅノードＢ１０５
は、サブフレーム境界の不整合および／または受信された報告の潜在的不正確さに基づい
て、いくつかの構成のためのタイミングを整合させる際にスケジュールすべき追加のサブ
フレームの数を決定することができることを諒解されたい。
【００３４】
　[0046]その上、ＵＥ１１５は、周期時間トリガ、仮定されたタイミングを越えるかまた
は前に報告されたタイミング差を越えるタイミングにおける測定された差がしきい値を超
えること、いくつかのサブフレームがタイミング変化によって影響を及ぼされることの決
定、タイミング差を測定および報告することを禁止する禁止タイマーの満了など、１つま
たは複数のトリガに基づいて、ｅノードＢ間のタイミング差を測定および／または報告す
ることを決定することができる。さらに、一例では、ＵＥ１１５が第１のｅノードＢ１０
５との通信を開始した場合、ＵＥ１１５は、第１のｅノードＢと第２のｅノードＢとの間
のタイミング差が報告されるまで、第２のｅノードＢ１０５との通信が確立され得るとい
う報告などを受信することの確認が受信されるまでなど、第２のｅノードＢ１０５との通
信を確立することを遅延させることができる。
【００３５】
　[0047]図２は、本開示の一態様に従って構成されたｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０
の例を概念的に示すブロック図である。たとえば、図２に示されているように、システム
２００のｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０は、それぞれ、図１中のｅノードＢのうちの
１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。したがって、たとえば、ＵＥ２５０は、多重接
続性において、ＵＥ２５０をサービスする様々なｅノードＢ２１０の間のタイミング差を
決定および／または報告するための通信構成要素６４０を含むことができる。ｅノードＢ
２１０は、ＵＥ２５０のための１つまたは複数の動作のスケジューリングを決定するため
に、他のｅノードＢとのＵＥ２５０から報告されたタイミング差を受信するための通信構
成要素１０４０を含むことができる。いくつかの態様では、ｅノードＢ２１０は、多重接
続性（たとえば、デュアル接続性）、キャリアアグリゲーションなどをサポートし得る。
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ｅノードＢ２１０は、それのＭＣＧ中のセルのうちの１つをＰＣｅｌｌMCGとして構成さ
せられたＭｅノードＢであるか、またはそれのＳＣＧ中のそれのセルのうちの１つをＰＣ
ｅｌｌSCGとして構成させられたＳｅノードＢであり得る。いくつかの態様では、ＵＥ２
５０も、多重接続性キャリアアグリゲーションをサポートし得る。ＵＥ２５０は、ＰＣｅ
ｌｌMCGおよび／またはＰＣｅｌｌSCGを介してｅノードＢ２１０から構成情報を受信し得
る。ｅノードＢ２１０はアンテナ２３４1~tを装備し得、ＵＥ２５０はアンテナ２５２1~r

を装備し得、ここにおいて、ｔおよびｒは１以上の整数である。
【００３６】
　[0048]ｅノードＢ２１０において、ｅノードＢ送信プロセッサ２２０は、ｅノードＢデ
ータソース２１２からデータを受信し、ｅノードＢコントローラ／プロセッサ２４０から
制御情報を受信し得る。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、物理的ハイブリッド自動
再送／要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、ＰＤＣＣＨなどの上で搬
送され得る。データは、ＰＤＳＣＨなどの上で搬送され得る。ｅノードＢ送信プロセッサ
２２０は、データシンボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび
制御情報を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。ｅノードＢ送信
プロセッサ２２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号（ＲＳ）
のための基準シンボルを生成し得る。ｅノードＢ送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）
プロセッサ２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または
基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボ
ルストリームをｅノードＢ変調器／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２３２1~tに与え得る
。各ｅノードＢ変調器／復調器２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（
たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各
ｅノードＢ変調器／復調器２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サ
ンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびア
ップコンバート）し得る。変調器／復調器２３２1~tからのダウンリンク信号は、それぞ
れアンテナ２３４1~tを介して送信され得る。
【００３７】
　[0049]ＵＥ２５０において、ＵＥアンテナ２５２1~rは、ｅノードＢ２１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれＵＥ変調器／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）
２５４1~rに与え得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４は、入力サンプルを取得するために
、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およ
びデジタル化）し得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得する
ために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＵＥ　ＭＩＭ
Ｏ検出器２５６は、すべてのＵＥ変調器／復調器２５４1~rから受信シンボルを取得し、
適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る
。ＵＥ受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリー
ブ、および復号）し、ＵＥ２５０の復号されたデータをＵＥデータシンク２６０に与え、
復号された制御情報をＵＥコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。
【００３８】
　[0050]アップリンク上では、ＵＥ２５０において、ＵＥ送信プロセッサ２６４は、ＵＥ
データソース２６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、
ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を
受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＵＥ　Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ
－ＦＤＭなどのために）ＵＥ変調器／復調器２５４1~rによって処理され、ｅノードＢ２
１０に送信され得る。ｅノードＢ２１０において、ＵＥ２５０からのアップリンク信号は
、ｅノードＢアンテナ２３４によって受信され、ｅノードＢ変調器／復調器２３２によっ
て処理され、適用可能な場合はｅノードＢ　ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、Ｕ
Ｅ２５０によって送られた復号されたデータと制御情報とを取得するために、ｅノードＢ
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受信プロセッサ２３８によってさらに処理され得る。ｅノードＢ受信プロセッサ２３８は
、復号されたデータをｅノードＢデータシンク２４６に与え、復号された制御情報をｅノ
ードＢコントローラ／プロセッサ２４０に与え得る。
【００３９】
　[0051]ｅノードＢコントローラ／プロセッサ２４０およびＵＥコントローラ／プロセッ
サ２８０は、それぞれｅノードＢ２１０における動作およびＵＥ２５０における動作を指
示し得る。ＵＥ２５０におけるＵＥコントローラ／プロセッサ２８０ならびに／または他
のプロセッサおよびモジュールはまた、たとえば、図６および／または図１０に示されて
いる機能ブロック、ならびに／あるいは本明細書で説明する技法のための他のプロセス（
たとえば、図８、図９、図１１、図１２などに示されているフローチャート）を実行する
か、またはその実行を指示し得る。いくつかの態様では、これらの機能ブロックおよび／
またはプロセスの実行の少なくとも一部分は、ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０中の
ブロック２８１によって実行され得る。ｅノードＢメモリ２４２およびＵＥメモリ２８２
は、それぞれｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０のためのデータおよびプログラムコード
を記憶し得る。たとえば、ＵＥメモリ２８２は、ｅノードＢ２１０および／または別のｅ
ノードＢによって与えられる多重接続性のための構成情報を記憶し得る。スケジューラ２
４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥ２５０
をスケジュールするために使用され得る。
【００４０】
　[0052]一構成では、ＵＥ２５０は、少なくとも第１のセルによってサービスされる第１
の接続を確立するための手段を含み得る。ＵＥ２５０はまた、少なくとも第１のセルおよ
び少なくとも第２のセルと通信することを可能にするために、少なくとも第２のセルによ
ってサービスされる第２の接続を確立するための手段を含み得る。ＵＥ２５０は、少なく
とも第１のセルと少なくとも第２のセルとの間のタイミング差を決定するための手段をさ
らに含み得る。ＵＥ２５０はまた、報告構成に少なくとも部分的に基づいて、第１の接続
を介して少なくとも第１のセルに、または第２の接続を介して少なくとも第２のセルにタ
イミング差を報告するための手段を含むことができる。別の構成では、ＵＥ２５０は、追
加または代替として、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立す
るための構成メッセージを受信するための手段と、少なくとも第１のセルと少なくとも第
２のセルとの間のタイミング差を推定するための手段と、第１の接続を介して少なくとも
第１のセルにタイミング差を報告するための手段と、少なくとも第１のセルにタイミング
差を報告することに少なくとも部分的に基づいて少なくとも第２のセルによってサービス
される第２の接続を構成するための手段とを含むことができる。一態様では、上述の手段
は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された、ＵＥコントローラ
／プロセッサ２８０、ＵＥメモリ２８２、ＵＥ受信プロセッサ２５８、ＵＥ　ＭＩＭＯ検
出器２５６、ＵＥ変調器／復調器２５４、およびＵＥアンテナ２５２であり得る。別の態
様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された
モジュール、構成要素、または任意の装置であり得る。そのようなモジュール、構成要素
、または装置の例は、図６および／または図１０に関して説明され得る。
【００４１】
　[0053]図３は、本開示の一態様による、ＵＥにおけるキャリアおよび／または接続のア
グリゲーションを概念的に示すブロック図である。アグリゲーションは、１つまたは複数
のコンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ1～ＣＣN）を使用してｅノードＢ３０５－ａと通
信し、および／または１つまたは複数のコンポーネントキャリアＭ～Ｐ（ＣＣM～ＣＣP）
を使用して２次ｅノードＢ３０５－ｂと通信することができる、マルチモードＵＥ３１５
を含むシステム３００中で行われ得る。たとえば、ｅノードＢ３０５－ａおよび／または
２次ｅノードＢ３０５－ｂは、ＡＰ、フェムトセル、ピコセルなどを含み得る。ＵＥ３１
５は、多重接続性において、ＵＥ３１５をサービスする様々なｅノードＢ３０５－ａ、３
０５－ｂの間のタイミング差を決定および／または報告するための通信構成要素６４０を
含むことができる。ｅノードＢ３０５－ａおよび／または３０５－ｂは、ＵＥ３１５のた
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めの１つまたは複数の動作のスケジューリングを決定するために、他のｅノードＢとのＵ
Ｅ３１５から報告されたタイミング差を受信するための通信構成要素１０４０を含むこと
ができる。ＵＥ３１５は、この例では、２つ以上の無線アクセス技術（ＲＡＴ）をサポー
トするマルチモードＵＥであり得る。たとえば、ＵＥ３１５は、少なくともＷＷＡＮ無線
アクセス技術（たとえば、ＬＴＥ）および／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術（たとえば
、Ｗｉ－Ｆｉ）をサポートし得る。マルチモードＵＥはまた、本明細書で説明するように
、キャリアアグリゲーションおよび／または多重接続性キャリアアグリゲーションをサポ
ートし得る。ＵＥ３１５は、図１、図２、図４、図５、図６、図１０のＵＥのうちの１つ
の一例であり得る。ｅノードＢ３０５－ａおよび／または２次ｅノードＢ３０５－ｂは、
図１、図２、図４、図５、図６、図１０のｅノードＢ、基地局、ネットワークエンティテ
ィなどのうちの１つの一例であり得る。１つのＵＥ３１５、１つのｅノードＢ３０５－ａ
、および１つの２次ｅノードＢ３０５－ｂのみが図３に示されているが、システム３００
が、任意の数のＵＥ３１５、ｅノードＢ３０５－ａ、および／または２次ｅノードＢ３０
５－ｂを含むことができることが諒解されよう。特定の一例では、ＵＥ３１５は、１つま
たは複数のＬＴＥコンポーネントキャリア３３０－１～３３０－Ｎを介して１つのｅノー
ドＢ３０５－ａと通信する間に別の１つまたは複数のＬＴＥコンポーネントキャリア３３
０－Ｍ～３３０－Ｐを介して別のｅノードＢ３０５－ｂと通信することができる。
【００４２】
　[0054]ｅノードＢ３０５－ａは、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN３３０上
の順方向（ダウンリンク）チャネル３３２－１～３３２－Ｎを介してＵＥ３１５に情報を
送信することができる。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～
ＣＣN上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４－１～３３４－Ｎを介してｅノードＢ
３０５－ａに情報を送信することができる。同様に、ｅノードＢ３０５－ｂは、ＬＴＥコ
ンポーネントキャリアＣＣM～ＣＣP３３０上の順方向（ダウンリンク）チャネル３３２－
ｍ～３３２－ｐを介してＵＥ３１５に情報を送信し得る。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥ
コンポーネントキャリアＣＣM～ＣＣP３３０上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４
－ｍ～３３４－ｐを介してｅノードＢ３０５－ｂに情報を送信し得る。
【００４３】
　[0055]図３ならびに開示する実施形態のうちのいくつかに関連する他の図の様々なエン
ティティについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤ
レスネットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム３００は、限定はしな
いが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することができることを諒
解されたい。
【００４４】
　[0056]マルチキャリア動作中、異なるＵＥ３１５に関連するダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）メッセージは、複数のコンポーネントキャリア上で搬送され得る。たとえば、ＰＤ
ＣＣＨ上のＤＣＩは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink 
shared channel）送信のためにＵＥ３１５によって使用されるように構成された同じコン
ポーネントキャリア上に含まれ得る（すなわち、同一キャリアシグナリング）。代替また
は追加として、ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるターゲットコンポーネント
キャリアとは異なるコンポーネントキャリア上で搬送され得る（すなわち、クロスキャリ
アシグナリング）。いくつかの実装形態では、半静的に有効化され得るキャリアインジケ
ータフィールド（ＣＩＦ）は、ＰＤＳＣＨ送信のためにターゲットキャリア以外のキャリ
アからのＰＤＣＣＨ制御シグナリングの送信を可能にするために、一部または全部のＤＣ
Ｉフォーマット中に含まれ得る（クロスキャリアシグナリング）。
【００４５】
　[0057]本例では、ＵＥ３１５は、１つのｅノードＢ３０５－ａからデータを受信し得る
。しかしながら、セルエッジ上のユーザは、データレートを制限することがある高いセル
間干渉を経験することがある。マルチフローは、ＵＥが同時に２つのｅノードＢ３０５－
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ａおよび３０５－ｂからデータを受信することを可能にする。いくつかの態様では、２つ
のｅノードＢ３０５－ａは、コロケートされないことがあり、多重接続性キャリアアグリ
ゲーションをサポートするように構成され得る。マルチフローは、ＵＥが同時に２つの隣
接するセル中の２つのセルタワーの範囲内にあるとき（以下の図５参照）、２つのまった
く別個のストリーム中で２つのｅノードＢ３０５－ａ／３０５－ｂからのデータを送信お
よび受信することによって動作する。ＵＥは、デバイスがいずれかのｅノードＢの到達範
囲のエッジ上にあるとき、同時に２つのｅノードＢ３０５－ａ／３０５－ｂと通話する。
同時に２つの異なるｅノードＢからモバイルデバイスに２つの独立データストリームをス
ケジュールすることによって、マルチフローは、ワイヤレス通信ネットワークにおける不
均一なローディングを活用する。これは、セルエッジユーザ経験を向上させるのを助ける
とともに、ネットワーク容量を増大させる。一例では、セルエッジにおけるユーザのため
のスループットデータ速度が倍になり得る。いくつかの態様では、マルチフローはまた、
ＵＥがＷＷＡＮタワー（たとえば、セルラータワー）とＷＬＡＮタワー（たとえば、ＡＰ
）の両方の到達範囲内にあるとき、それらのタワーと同時に通話するＵＥの能力を指すこ
とがある。そのような場合、タワーは、タワーがコロケートされないとき、多重接続を通
してキャリアアグリゲーションをサポートするように構成され得る。図４は、本開示の一
態様による、ＵＥ４１５とＰＤＮ４４０（たとえば、インターネットまたはインターネッ
トにアクセスするための１つもしくは複数の構成要素）との間のデータ経路４４５および
４５０の一例を概念的に示すブロック図である。データ経路４４５、４５０は、同じＲＡ
Ｔを使用することも使用しないこともある、異なるｅノードＢ４０５－ａおよび４０５－
ｂからのデータをアグリゲートするためのワイヤレス通信システム４００のコンテキスト
内で示されている。図２のシステム２００は、ワイヤレス通信システム４００の部分の一
例であり得る。ワイヤレス通信システム４００は、マルチモードＵＥ４１５、ｅノードＢ
４０５、（たとえば、Ｘ２インターフェースに基づく）バックホールリンク４３８を介し
てｅノードＢ４０５－ａに結合され得る２次ｅノードＢ４０５－ｂ、発展型パケットコア
（ＥＰＣ）４８０、ＰＤＮ４４０、およびピアエンティティ４５５を含み得る。ＵＥ４１
５は、多重接続性において、ＵＥ４１５をサービスする様々なｅノードＢ４０５－ａ、４
０５－ｂの間のタイミング差を決定および／または報告するための通信構成要素６４０を
含むことができる。ｅノードＢ４０５－ａおよび／または４０５－ｂは、ＵＥ４１５のた
めの１つまたは複数の動作のスケジューリングを決定するために、他のｅノードＢとのＵ
Ｅ４１５から報告されたタイミング差を受信するための通信構成要素１０４０を含むこと
ができる。マルチモードＵＥ４１５は、キャリアアグリゲーション、多重接続性（たとえ
ば、デュアル接続性）キャリアアグリゲーションなどをサポートするように構成され得る
。ＥＰＣ４８０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）４３０と、サービングゲート
ウェイ（ＳＧＷ）４３２と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）４３４とを含み得る。ホーム
加入者システム（ＨＳＳ）４３５は、ＭＭＥ４３０に通信可能に結合され得る。ＵＥ４１
５は、ＬＴＥ無線機４２０とＬＴＥ無線機４２５とを含み得る。これらの要素は、前また
は後の図を参照しながら上記で説明したそれらのカウンターパートのうちの１つまたは複
数の態様を表し得る。たとえば、ＵＥ４１５は、図１、図２、図３、図５、図６、図１０
におけるＵＥの一例であり得、ｅノードＢ４０５－ａは、図１、図２、図３、図５、図６
、図１０のｅノードＢ／基地局／ネットワークエンティティの一例であり得、２次ｅノー
ドＢ４０５－ｂは、図１、図２、図３、図５、図６、図１０の２次ｅノードＢ／基地局／
ネットワークエンティティの一例であり得、および／またはＥＰＣ４８０は、図１のコア
ネットワーク１３０の一例であり得る。図４におけるｅノードＢ４０５－ａおよび４０５
－ｂは、互いにコロケートされないことがあるか、またはさもなければ高速通信していな
いことがある。さらに、一例では、ｅノードＢ４０５および４０５－ｂは、異なるＥＰＣ
４８０と通信し得る。
【００４６】
　[0058]再び図４を参照すると、ｅノードＢ４０５－ａおよび／または４０５－ｂは、（
たとえば、１つまたは複数のｅノードＢを用いた）１つまたは複数のＬＴＥコンポーネン
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トキャリアのアグリゲーションを使用して、ＵＥ４１５にＰＤＮ４４０へのアクセスを与
えることが可能であり得る。したがって、ＵＥ４１５は、デュアル接続性でのキャリアア
グリゲーションを伴い得、ここで、一方の接続は１つのネットワークエンティティ（ｅノ
ードＢ４０５－ａ）に対してであり、他方の接続は異なるネットワークエンティティ（ｅ
ノードＢ４０５－ｂ）に対してである。ＵＥ４１５は、複数のｅノードＢを用いた多重接
続性ワイヤレス通信、ｅノードＢの複数のセルを用いたキャリアアグリゲーションなどを
与えるために、ＥＰＣ４０８を横断してＰＤＮ４４０にアクセスするかまたは横断せずに
ＰＤＮ４４０にアクセスする追加のデータ経路４４５、４５０を介して、追加のｅノード
Ｂ４０５－ａおよび／または４０５－ｂと通信することができることを諒解されたい。Ｐ
ＤＮ４４０へのこのアクセスを使用して、ＵＥ４１５はピアエンティティ４５５と通信し
得る。ｅノードＢ４０５－ａおよび／または４０５－ｂは、ＥＰＣ４８０を通して（たと
えば、データ経路４４５および／または４５０を通して）、ＰＤＮ４４０へのアクセスを
与え得る。図示された例では、ＵＥ４１５は、ｅノードＢ固有のベアラを介して、Ｍｅノ
ードＢとしてのｅノードＢ４０５およびＳｅノードＢとしてのｅノードＢ４０５－ｂと通
信することができる。一例では、ｅノードＢ４０５－ａおよび４０５－ｂは、ＥＰＣ４８
０に与えるためのＵＥ４１５通信をアグリゲートするために、Ｘ２接続４３８を介して互
いに通信することができる。この例では、ＵＥ４１５は、ＰＤＮ４４０にアクセスするた
めのデータ経路４４５および４５０を介した通信をマッピングすることができる、ｅノー
ドＢ４０５および／または２次ｅノードＢ４０５－ｂ（あるいは関係するセルまたはセル
グループ）を用いたベアラを使用することによって、ＰＤＮ４４０にアクセスすることが
できる。
【００４７】
　[0059]ＭＭＥ４３０は、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のシグナリングを処理する制
御ノードであり得る。ＭＭＥ４３０はベアラおよび接続管理を行い得る。ＭＭＥ４３０は
、したがって、ＵＥ４１５のためにアイドルモードＵＥトラッキングおよびページングと
、ベアラアクティブ化および非アクティブ化と、ＳＧＷ選択とを担当し得る。ＭＭＥ４３
０は、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースを介してｅノードＢ４０５－ａおよび／または４０
５－ｂと通信し得る。ＭＭＥ４３０は、ＵＥ４１５をさらに認証し、ＵＥ４１５との非ア
クセス層（ＮＡＳ：Non-Access Stratum）シグナリングを実装し得る。
【００４８】
　[0060]ＨＳＳ４３５は、機能の中でも、加入者データを記憶し、ローミング制限を管理
し、加入者のためのアクセス可能アクセスポイント名（ＡＰＮ：access point name）を
管理し、加入者をＭＭＥ４３０に関連付け得る。ＨＳＳ４３５は、３ＧＰＰ団体によって
規格化された発展型パケットシステム（ＥＰＳ）アーキテクチャによって定義されたＳ６
ａインターフェースを介してＭＭＥ４３０と通信し得る。
【００４９】
　[0061]ＬＴＥを介して送信されるすべてのユーザＩＰパケットは、ｅノードＢ４０５－
ａおよび／または４０５－ｂを通してＳＧＷ４３２に転送され得、ＳＧＷ４３２は、Ｓ５
シグナリングインターフェースを介してＰＤＮゲートウェイ４３４に接続され、Ｓ１１シ
グナリングインターフェースを介してＭＭＥ４３０に接続され得る。ＳＧＷ４３２は、ユ
ーザプレーン中に存在し、ｅノードＢ間ハンドオーバと、異なるアクセス技術間のハンド
オーバとのためのモビリティアンカーとして働き得る。ＰＤＮゲートウェイ４３４はＵＥ
のＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与え得る。
【００５０】
　[0062]ＰＤＮゲートウェイ４３４は、ＳＧｉシグナリングインターフェースを介して、
ＰＤＮ４４０など、１つまたは複数の外部パケットデータネットワークへの接続性を与え
得る。ＰＤＮ４４０は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシス
テム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、パケット交換（ＰＳ：Packet-Switched）ス
トリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のタイプの
ＰＤＮを含み得る。
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【００５１】
　[0063]本例では、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のユーザプレーンデータは、トラフ
ィックがＬＴＥリンクのデータ経路４４５を介して流れるのか、データ経路４５０を介し
て流れるのかにかかわらず、１つまたは複数のＥＰＳベアラの同じセットを横断し得る。
１つまたは複数のＥＰＳベアラのセットに関係するシグナリングまたは制御プレーンデー
タは、ｅノードＢ４０５－ａおよび／または４０５－ｂを経由して、ＵＥ４１５のＬＴＥ
無線機４２０とＥＰＣ４８０のＭＭＥ４３０との間で送信され得る。
【００５２】
　[0064]図４の態様についてＬＴＥに関して説明したが、アグリゲーションおよび／また
は多重接続に関する同様の態様はまた、ＵＭＴＳあるいは他の同様のシステムまたはネッ
トワークワイヤレス通信無線技術に関して実装され得る。
【００５３】
　[0065]図５は、本開示の一態様による、多重接続性キャリアアグリゲーションを概念的
に示す図である。ワイヤレス通信システム５００が、ＵＥ５１５をサービスするように構
成され得る、マスタセルグループまたはＭＣＧ（またはＰＣＧ）と呼ばれるセルのセット
またはグループを有するマスタｅノードＢ５０５－ａ（ＭｅノードＢまたはＭｅＮＢ）を
含み得る。ＭＣＧは、１つの１次セル（ＰＣｅｌｌMCG）５１０－ａと、１つまたは複数
の２次セル５１０－ｂ（１つのみが示されている）とを含み得る。ワイヤレス通信システ
ム５００はまた、ＵＥ５１５をサービスするように構成され得る、２次セルグループまた
はＳＣＧと呼ばれるセルのセットまたはグループを有する２次ｅノードＢ５０５－ｂ（Ｓ
ｅノードＢまたはＳｅＮＢ）を含み得る。ＳＣＧは、１つの１次セル（ＰＣｅｌｌSCG）
５１２－ａと、１つまたは複数の２次セル５１２－ｂ（１つのみが示されている）とを含
み得る。また、多重接続性（たとえば、デュアル接続性）のためにキャリアアグリゲーシ
ョンをサポートするＵＥ５１５が示されている。ＵＥ５１５は、通信リンク５２５－ａを
介してＭｅノードＢ５０５－ａ、または関係するＰＣｅｌｌMCGと通信し、通信リンク５
２５－ｂを介してＳｅノードＢ５０５－ｂ、または関係するＰＣｅｌｌSCGと通信し得る
。ＵＥ５１５は、多重接続性において、ＵＥ５１５をサービスする様々なｅノードＢ５０
５－ａ、５０５－ｂの間のタイミング差を決定および／または報告するための通信構成要
素６４０を含むことができる。ｅノードＢ５０５－ａおよび／または５０５－ｂは、ＵＥ
５１５のための１つまたは複数の動作のスケジューリングを決定するために、他のｅノー
ドＢとのＵＥ５１５から報告されたタイミング差を受信するための通信構成要素１０４０
を含むことができる。
【００５４】
　[0066]一例では、ＵＥ５１５は、同じｅノードＢからのコンポーネントキャリアをアグ
リゲートし得るか、あるいはコロケートされたまたはコロケートされないｅノードＢから
のコンポーネントキャリアをアグリゲートし得る。そのような例では、使用されている様
々なセル（たとえば、異なるコンポーネントキャリア（ＣＣ））は、それらが、同じｅノ
ードＢによって扱われるか、または制御情報を通信することができるｅノードＢによって
扱われるかのいずれかであるので、容易に協調させられ得る。ＵＥ５１５が、図５の例の
場合のように、コロケートされない２つのｅノードＢと通信しているときにキャリアアグ
リゲーションを実行するとき、キャリアアグリゲーション動作は、様々なネットワーク状
態により異なり得る。この場合、２次ｅノードＢ５０５－ｂにおいて１次セル（ＰＣｅｌ
ｌSCG）を確立することは、２次ｅノードＢ５０５－ｂが１次ｅノードＢ５０５－ａとコ
ロケートされなくても、ＵＥ５１５において行われるべき適切な構成および制御を可能に
し得る。
【００５５】
　[0067]図５の例では、キャリアアグリゲーションは、ＭｅノードＢ５０５－ａのＰＣｅ
ｌｌMCGによるいくつかの機能を伴い得る。たとえば、ＰＣｅｌｌMCGは、いくつかの例を
挙げれば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、競合ベースランダムアクセス
制御チャネル（ＲＡＣＨ）、および半永続的スケジューリングなど、いくつかの機能を扱
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い得る。コロケートされないｅノードＢへのデュアル接続性または多重接続性を用いたキ
ャリアアグリゲーションは、キャリアアグリゲーションが他の方法で実行される様式に対
していくつかの拡張および／または変更を行わなければならないことを伴い得る。拡張お
よび／または変更のうちのいくつかは、上記で説明したように、ＵＥ５１５がＭｅノード
Ｂ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとに接続されることを伴い得る。他の特徴は、た
とえば、タイマー調整グループ（ＴＡＧ）にｅノードＢのうちの１つのセルを備えさせる
こと、ＳｅノードＢ５０５－ｂ上で可能にされる競合ベースおよび競合なしランダムアク
セス（ＲＡ）と、ＭｅノードＢ５０５－ａのためのおよびＳｅノードＢ５０５－ｂに対す
る別個の間欠受信（ＤＲＸ）プロシージャとを有すること、ＵＥ５１５に、バッファステ
ータス報告（ＢＳＲ）を１つまたは複数のベアラ（たとえば、ｅノードＢ固有ベアラまた
はスプリットベアラ）がサービスされるｅノードＢに送らせること、ならびに２次ｅノー
ドＢ５０５－ｂ中のＰＣｅｌｌSCGに関して電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、電力制御
、半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）、および論理チャネル優先度付けのうちの１つま
たは複数を可能にすることを含み得る。上記で説明した拡張および／または変更、および
本開示で与えられる他のものとしてのウェルは、限定ではなく例示のためであることが意
図される。
【００５６】
　[0068]デュアル接続性におけるキャリアアグリゲーションのために、異なる機能はＭｅ
ノードＢ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で分割され得る。たとえば、異なる
機能は、ＭｅノードＢ５０５－ａとＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で静的に分割されるか
、または１つまたは複数のネットワークパラメータに基づいてＭｅノードＢ５０５－ａと
ＳｅノードＢ５０５－ｂとの間で動的に分割され得る。一例では、ＭｅノードＢ５０５－
ａは、ＰＣｅｌｌMCGを介して、限定はしないが、初期構成、セキュリティ、システム情
報、および／または無線リンク障害（ＲＬＦ）に関する機能など、（たとえば、メディア
アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤの上の）上位レイヤ機能を実行し得る。図５の例において
説明するように、ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧに属するＭｅノードＢ５０５－ａのセルのう
ちの１つとして構成され得る。ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧ内の下位レイヤ機能（たとえば
、ＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ）を与えるように構成され得る。
【００５７】
　[0069]一例では、ＳｅノードＢ５０５－ｂは、ＳＣＧのための下位レイヤ機能（たとえ
ば、ＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ）の構成情報を与え得る。構成情報は、たとえば、１つまたは
複数の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとしてＰＣｅｌｌSCGによって与えられ得
る。ＰＣｅｌｌSCGは、ＳＣＧ中のセルの間で最低セルインデックス（たとえば、識別子
またはＩＤ）を有するように構成され得る。たとえば、ＰＣｅｌｌSCGを介してＳｅノー
ドＢ５０５－ｂによって実行される機能のうちのいくつかは、ＰＵＣＣＨを搬送すること
、ＰＣｅｌｌSCGのＤＲＸ構成に従うようにＳＣＧ中のセルを構成すること、Ｓｅノード
Ｂ５０５－ｂ上の競合ベースおよび競合なしランダムアクセスのためのリソースを構成す
る、ＰＵＣＣＨのための送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを有するダウンリンク（ＤＬ）
許可を搬送すること、ＳＣＧ中の他のセルのためのＰＣｅｌｌSCGに基づいて経路損失を
推定すること、ＳＣＧに共通探索空間を与えること、ならびにＵＥ５１５にＳＰＳ構成情
報を与えることを含み得る。
【００５８】
　[0070]いくつかの態様では、ＰＣｅｌｌMCGは、たとえば、セキュリティ、ネットワー
クへの接続、初期接続、および／または無線リンク障害などの上位レベル機能をＵＥ５１
５に与えるように構成され得る。ＰＣｅｌｌMCGは、ＭＣＧ中のセルのための物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を搬送すること、ＭＣＧの間で最低セルインデックス
を含むこと、ＭＣＧセルが同じ間欠受信（ＤＲＸ）構成を有することを可能にすること、
ＭｅノードＢ５０５－ａ上で競合ベースランダムアクセスと競合なしランダムアクセスの
一方または両方のためのランダムアクセスリソースを構成すること、ダウンリンク許可が
ＰＵＣＣＨのための送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを搬送することを可能にすること、
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ＭＣＧ中のセルのための経路損失推定を可能にすること、ＭｅノードＢ５０５－ａのため
の共通探索空間を構成すること、および／あるいは半永続的スケジューリングを構成する
ことを行うように構成され得る。
【００５９】
　[0071]いくつかの態様では、ＰＣｅｌｌSCGは、ＳＣＧ中のセルのためのＰＵＣＣＨを
搬送すること、ＳＣＧの間で最低セルインデックスを含むこと、ＳＣＧセルが同じＤＲＸ
構成を有することを可能にすること、ＳｅノードＢ５０５－ｂ上で競合ベースランダムア
クセスと競合なしランダムアクセスの一方または両方のためのランダムアクセスリソース
を構成すること、ダウンリンク許可がＰＵＣＣＨのためのＴＰＣコマンドを搬送すること
を可能にすること、ＳＣＧ中のセルのための経路損失推定を可能にすること、Ｓｅノード
Ｂ５０５－ｂのための共通探索空間を構成すること、および／あるいは半永続的スケジュ
ーリングを構成することを行うように構成され得る。
【００６０】
　[0072]図５の例に戻ると、ＵＥ５１５は、ＭｅノードＢ５０５－ａおよびＳｅノードＢ
５０５－ｂのための並列ＰＵＣＣＨおよび物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
構成をサポートし得る。場合によっては、ＵＥ５１５は、両方のキャリアグループに適用
可能であり得る（たとえば、ＵＥ５１５ベースの）構成を使用し得る。これらのＰＵＣＣ
Ｈ／ＰＵＳＣＨ構成は、たとえば、ＲＲＣメッセージを通して与えられ得る。
【００６１】
　[0073]ＵＥ５１５はまた、ＭｅノードＢ５０５－ａおよびＳｅノードＢ５０５－ｂにつ
いて、肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）およびチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）の同時送信のための、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ／サウンディング基準信号（ＳＲＳ
）のための並列構成をサポートし得る。場合によっては、ＵＥ５１５は、両方のキャリア
グループに適用可能であり得る（たとえば、ＵＥベースのおよび／あるいはＭＣＧまたは
ＳＣＧベースの）構成を使用し得る。これらの構成は、たとえば、ＲＲＣメッセージを通
して与えられ得る。
【００６２】
　[0074]図６は、本開示の一態様に従って構成されたＵＥ６１５および構成要素の一例を
概念的に示すブロック図６００である。本明細書において図６と併せて説明する図８～図
９に、本開示の態様による例示的な方法８００および９００を示す。図８および図９にお
いて以下で説明する動作は、特定の順序でおよび／または例示的な構成要素によって実行
されるものとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実行する構成要素
は、実装形態に応じて変更され得ることを理解されたい。その上、以下のアクションまた
は機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアま
たはコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサによって、あるいは説明するアクション
または機能を実行することが可能なハードウェア構成要素および／またはソフトウェア構
成要素の任意の他の組合せによって実施され得ることを理解されたい。
【００６３】
　[0075]図６を参照すると、図６００のｅノードＢ６０５－ａ（ＰＣｅｌｌMCGのＭｅノ
ードＢ）、ｅノードＢ６０５－ｂ（ＰＣｅｌｌSCGのＳｅノードＢ）、およびＵＥ６１５
は、様々な図に記載されている基地局／ｅノードＢ（またはＡＰ）およびＵＥのうちの１
つであり得る。ＭｅノードＢ６０５－ａ、またはそれに関係するＰＣｅｌｌMCG、および
ＵＥ６１５は、通信リンク６２５－ａを介して通信し得る。ＳｅノードＢ６０５－ｂ、ま
たはそれに関係するＰＣｅｌｌSCG、およびＵＥ６１５は、通信リンク６２５－ｂを介し
て通信し得る。ＵＥ６１５は、ＭｅノードＢ６０５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０
５－ｂによって構成されたセルのタイミング整合から恩恵を受け得る動作を実行すること
を可能にするために、（たとえば、通信リンク６２５－ａおよび６２５－ｂを介して）Ｍ
ｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂによって構成されたセル間のタイミ
ング差を報告を決定するように構成され得る。ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノードＢ６
０５－ｂとは、説明したように、多重接続性ワイヤレス通信において、ＵＥ６１５のキャ
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リアをアグリゲートすることを可能にするために、バックホールリンク６３４を介して通
信し得る。さらに、本明細書で説明する態様では、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノード
Ｂ６０５－ｂとは、タイミングを同期させることが有益であり得る１つまたは複数の動作
（たとえば、測定ギャップ、ＤＲＸオン持続時間を構成することなど）のためにＵＥ６１
５をスケジュールすることを可能にするために、バックホールリンク６３４を介して報告
されたタイミング差情報を通信し得る。
【００６４】
　[0076]この点について、ＵＥ６１５は、ｅノードＢ６０５－ａとの通信リンク６２５－
ａとｅノードＢ６０５－ｂとの通信リンク６２５－ｂとの間のタイミング差を決定および
／または報告するための通信構成要素６４０を含み得る。通信構成要素６４０は、通信リ
ンク６２５－ａおよび６２５－ｂをサービスするセルまたはセルグループ間のタイミング
差を決定するためのタイミング差決定構成要素６５０と、１つまたは複数のｅノードＢま
たは他のネットワークエンティティにセル間のタイミング差を報告するためのタイミング
差報告構成要素６５２と、タイミング差を決定し、報告することを引き起こすことができ
る１つまたは複数のイベントを検出するためのタイミング差トリガリング構成要素６５４
とを含むことができるか、またはそれらと通信していることがある。通信構成要素６４０
は、タイミング差が報告されるかどうか、差を受信したことの肯定応答が受信されたかど
うかなどに基づいて１つまたは複数の動作の構成を中断または再開するための接続構成構
成要素６５６を場合によっては含むか、またはそれと通信していることがある。
【００６５】
　[0077]図７は、本開示の様々な態様による、ＭｅノードＢおよびＳｅノードＢによって
構成されたセル間の例示的なタイミング差７００、７０２、および７０４、ならびにそれ
ぞれの測定ギャップ決定を示している。タイミング差７００において、タイミング差決定
構成要素６５０は、サブフレーム境界が実質的に整合されるが、ＳＦＮが所与の時間にお
いて異なり、および／または、システムフレーム内のサブフレームの位置が所与の時間に
おいて異なる、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノードＢとの間のタイミング差を決定する
。この例では、タイミング差報告構成要素６５２は、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノー
ドＢ６０５－ｂとの間のタイミング差を高い精度で報告することができ、タイミング差は
、サブフレーム整合に基づいて考慮され得る。この例では、測定ギャップのためのサブフ
レームが、ＭｅノードＢ６０５－ａとＵＥ６１５とによって構成されたセルのために選択
されたサブフレームに実質的に整合されるように、ＳｅノードＢ６０５－ｂとＵＥ６１５
とによって構成されたセルのために選択され得る。図示された例では、ＭｅノードＢ６０
５－ａによって与えられるセルによって使用される（たとえば、ＳＦＮ９９のサブフレー
ム７～９およびＳＦＮ１００のサブフレーム０～２と実質的に整合された）ＳＦＮ０のサ
ブフレーム２～７は、ＵＥ６１５が別のＲＡＴおよび／または周波数のセルを測定するこ
とを可能にするために、測定ギャップとして選択される。この点について、ＳｅノードＢ
６０５－ｂは、ＭｅノードＢ６０５－ａのために定義された測定ギャップおよび報告され
たタイミング差（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａにおける測定ギャップサブフレーム
数＋タイミングオフセットによって示されたまたは場合によってはタイミングオフセット
から決定された少なくともサブフレームの数）に基づいて、整合された測定ギャップをス
ケジュールすることができる。この例では、整合された測定ギャップは、サブフレームが
整合され、したがって、タイミング差を決定することにおける考えられる不正確さは考慮
される必要がないので、ＭｅノードＢ６０５－ａによってスケジュールされた測定ギャッ
プと同数のサブフレームを使用するように、ＳｅノードＢ６０５－ｂによってスケジュー
ルされ得る。その上、測定ギャップに適用されることとして図示および説明されるが、Ｓ
ＦＮ０のサブフレーム２～７（あるいは複数のＳＦＮにわたることもわたらないこともあ
るより少ないまたはより大きい数のサブフレーム）は、ＭｅノードＢ６０５－ａにおいて
スケジュールされた動作および報告されたタイミング差、ＤＲＸオン持続時間などの追加
の動作などのためのサブフレームに基づいて、ＳｅノードＢ６０５－ｂによって整合され
得ることを諒解されたい。この測定ギャップの整合は、本明細書では「例１」と呼ぶ。
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【００６６】
　[0078]他の例では、ＵＥ６１５によって報告されたタイミング差は、そのような高い精
度を有することを予想されないことがあり、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノードＢ６０
５－ｂとのタイミング差は、サブフレーム境界が整合されないようなものであり得る。時
間差７０２において、ＭｅノードＢ６０５－ａのタイミングとＳｅノードＢ６０５－ｂの
タイミングとの間のサブフレーム境界オフセットは、δと示される、ＵＥ６１５の考えら
れるタイミング推定値不正確さの外側（たとえば、δ＜サブフレーム境界オフセット＜ｓ
ｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ－δ）にあり得る。たとえば、サブフレーム境界オフセッ
トは、ｓｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ（たとえば、ＬＴＥでは１ｍｓ）を法とするタイ
ミングオフセットとして決定され得る。この例では、ＭｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅ
ノードＢ６０５－ｂのいずれがサブフレームタイミングにおいて他方の前にあるかは、タ
イミング差が＞０．５＊ｓｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ（または何らかの他のしきい値
）であるか否かに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。したがって、この例では、
サブフレームは、いくつかの動作のためにＵＥ６１５のために選択されたＭｅノードＢ６
０５－ａのサブフレームに実質的に整合され、また、整合されたサブフレームの前または
後に追加のサブフレームを含む、ＳｅノードＢ６０５－ｂのサブフレームがＵＥ６１５の
ために選択され得るように、ＭｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂにお
いて整合され得る。サブフレームを前に含むべきなのか、後に含むべきなのかを決定する
ことは、ＳｅノードＢタイミングがＭｅノードＢタイミングの前であるのか、後であるの
かを決定することに少なくとも部分的に基づく。図示された例では、ＭｅノードＢ６０５
－ａにおけるＳＦＮ０のサブフレーム２～７は、ＵＥ６１５が別のＲＡＴおよび／または
周波数のセルを測定することを可能にするために、測定ギャップとして選択される。この
点について、ＳｅノードＢ６０５－ｂは、ＭｅノードＢ６０５－ａによって定義された測
定ギャップおよび報告されたタイミング差に基づいて、ＵＥ６１５のための整合された測
定ギャップのためのサブフレームをスケジュールすることができる。この例では、整合さ
れた測定ギャップは、タイミング不正確さに対応するために、ＭｅノードＢ６０５－ａに
よってスケジュールされた測定ギャップと同数のサブフレーム＋別のサブフレームを使用
するように、ＳｅノードＢ６０５－ｂによってスケジュールされ得、ここで、追加のサブ
フレームは、（ＳｅノードＢ６０５－ｂがサブフレームタイミングにおいてＭｅノードＢ
６０５－ａの前にあると決定することに基づいて）その数のサブフレームの前にスケジュ
ールされる。その上、測定ギャップに適用されることとして図示および説明されるが、Ｓ
ＦＮ０のサブフレーム２～７（あるいは複数のＳＦＮにわたることもわたらないこともあ
るより少ないまたはより大きい数のサブフレーム）は、ＭｅノードＢ６０５－ａにおいて
スケジュールされた動作および報告されたタイミング差（および追加のサブフレームを前
または後に含む）、ＤＲＸオン持続時間などの追加の動作などのためのサブフレームに基
づいて、ＳｅノードＢ６０５－ｂによって整合され得ることを諒解されたい。この測定ギ
ャップの整合は、本明細書では「例２」と呼ぶ。
【００６７】
　[0079]時間差７０４において、サブフレーム境界オフセットは、考えられるタイミング
推定値不正確さの内側（たとえば、δ≧サブフレーム境界オフセット、またはサブフレー
ム境界オフセット≧ｓｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ－δ）にあり得る。この例では、Ｍ
ｅノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂのいずれがサブフレームタイミング
において他方の前にあるかは決定されないことがある。したがって、この例では、サブフ
レームは、ＵＥ６１５にいくつかの動作を与えるために、ＭｅノードＢ６０５－ａのため
に選択されたサブフレームに実質的に整合され、また、整合されたサブフレームの前に追
加のサブフレームを、および後に追加のサブフレームを含む、サブフレームがＵＥ６１５
のためにＳｅノードＢ６０５－ｂにおいて選択され得るように、ＭｅノードＢ６０５－ａ
およびＳｅノードＢ６０５－ｂにおいて整合され得る。図示された例では、ＭｅノードＢ
６０５－ａにおけるＳＦＮ０のサブフレーム１～６は、ＵＥ６１５が別のＲＡＴおよび／
または周波数のセルを測定することを可能にするために、測定ギャップとして選択される
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。この点について、ＵＥ６１５のためのＳｅノードＢ６０５－ｂにおける整合された測定
ギャップは、ＭｅノードＢ６０５－ａおよび報告されたタイミング差のために定義された
測定ギャップに基づいて決定され得、したがって、ＳｅノードＢ６０５－ｂは、整合され
た測定ギャップの前にスケジュールされた追加のサブフレームおよび整合された測定ギャ
ップの後にスケジュールされた追加のサブフレームとともに、整合された測定ギャップに
おいて、ＵＥ６１５のための測定ギャップをスケジュールすることができる。その上、測
定ギャップに適用されることとして図示および説明されるが、ＳＦＮ０のサブフレーム１
～６（あるいは複数のＳＦＮにわたることもわたらないこともあるより少ないまたはより
大きい数のサブフレーム）は、ＭｅノードＢ６０５－ａにおいてスケジュールされた動作
および報告されたタイミング差（ならびに追加のサブフレームを前および後に含む）、Ｄ
ＲＸオン持続時間などの追加の動作などのためのサブフレームに基づいて、ＳｅノードＢ
６０５－ｂによって整合され得ることを諒解されたい。この測定ギャップの整合は、本明
細書では「例３」と呼ぶ。
【００６８】
　[0080]図８に、１つまたは複数のｅノードＢに１つまたは複数のセルまたはセルグルー
プ間のタイミング差を報告するための例示的な方法８００を示す。方法８００は、ブロッ
ク８１０において、少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立する
ことを含む。通信構成要素６４０（図６）は、ＭｅノードＢ６０５－ａあるいはそれの関
係するセルまたはセルグループ（たとえば、ＭＣＧ）との通信リンク６２５－ａを含むこ
とができる、少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することが
できる。たとえば、これは、通信構成要素６４０が、ＭｅノードＢ６０５－ａおよび／あ
るいはそれの、または、セルの関係するグループ中の１つまたは複数の関係するセルと接
続するための１つまたは複数のプロシージャを実行する（たとえば、１つまたは複数のセ
ルとのランダムアクセスプロシージャを実行する）ことを含むことができる。方法８００
はまた、ブロック８１２において、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の
接続を確立することを含む。通信構成要素６４０はまた、ＳｅノードＢ６０５－ｂあるい
はそれの関係するセルまたはセルグループ（たとえば、ＳＣＧ）との通信リンク６２５－
ｂを含むことができる、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立
することができる。たとえば、これは、通信構成要素６４０が、ＳｅノードＢ６０５－ｂ
および／あるいはそれの、または、セルの関係するグループ中の１つまたは複数の関係す
るセルと接続するための１つまたは複数のプロシージャを実行する（たとえば、１つまた
は複数のセルとのランダムアクセスプロシージャを実行する）ことを含むことができる。
前に説明したように、接続は、ＭＣＧおよびＳＣＧにおいてコンカレントに構成された通
信をＵＥ６１５に与えるための多重接続性を使用して構成され得る。しかしながら、Ｍｅ
ノードＢ６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂは、通信リンク６２５－ａおよび６２
５－ｂが同様の時間期間において構成されたサブフレームのための異なるサブフレーム数
を使用し得るように、ならびに／または通信リンク６２５－ａおよび６２５－ｂのサブフ
レーム境界が時間的に整合されないように、異なるタイミングを使用し得る。
【００６９】
　[0081]方法８００は、ブロック８１４において、セルまたはセルグループ間のタイミン
グ差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定する報告構成を受信す
ることを含む。タイミング差トリガリング構成要素６５４は、セルまたはセルグループ間
のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定する報告構
成を受信することができる。たとえば、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、第
１のセルまたは第２のセル（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａ、ＳｅノードＢ６０５－
ｂ、関係するセルまたはセルグループなど）から、ＵＥ６１５において記憶されたかまた
は取り出された構成から、（たとえば、ワイヤレスネットワークにおいて接続を開始する
ときに）他のネットワークエンティティから受信された構成において、など、報告構成を
受信することができる。たとえば、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、セルま
たはセルグループ間のタイミング差を決定および／または報告する際にＵＥ６１５が利用
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するためのトリガのタイプ、タイミング差を決定および／または報告するための状態を検
出することに関係する１つまたは複数パラメータ（たとえば、本明細書で説明する１つま
たは複数のしきい値）などを指定することができる。この点について、たとえば、タイミ
ング差トリガリング構成要素６５４は、セルまたはセルグループ間のタイミング差を決定
するための、および／あるいは決定されたタイミング差を報告すべきかどうかを決定する
ためのトリガまたは状態を検出するために、１つまたは複数のパラメータを監視し得る。
【００７０】
　[0082]たとえば、トリガは、時間期間の満了の後にタイミング差を決定および報告する
ための状態を検出するための周期時間トリガに関することができる。したがって、たとえ
ば、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、タイミング差を決定および／または報
告するために、報告構成中の１つまたは複数のパラメータに基づいて、タイマーを初期化
し、維持することを決定し得、および／またはタイマー関係情報（たとえば、タイマー値
）を決定し得る。この例では、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、Ｍｅノード
Ｂ６０５－ａおよび／またはＳｅノードＢ６０５－ｂに前のタイミング差を報告した後に
、タイマーを初期化することができる。たとえば、タイマーが満了したとき、本明細書で
さらに説明するように、タイミング差決定構成要素６５０はタイミング差を決定すること
ができ、ならびに／あるいはタイミング差報告構成要素６５２はＭｅノードＢ６０５－お
よび／またはＳｅノードＢ６０５－ｂにタイミング差を報告することができる。一例では
、タイミング差報告構成要素６５２は、本明細書またはそれ以外で説明する追加の状態を
受けるタイミング差を報告することができる。タイミング差トリガリング構成要素６５４
は、次いで、ＭＣＧとＳＣＧと（または関係するｅノードＢ、セルなど）の間のタイミン
グ差を報告するかまたは少なくとも決定するための次の期間を決定するために、構成中で
受信されたタイマー値などに基づいてタイマーを再開し得る。
【００７１】
　[0083]別の例では、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、セルまたはセルグル
ープ間の決定されたタイミング差を、ネットワークによって（たとえば、セルまたはセル
グループのうちの１つまたは複数によって）構成された、または場合によっては仮定され
たタイミング差と比較するためのトリガに関することができる。この例では、タイミング
差報告構成要素６５２は、タイミング差間の比較が、しきい値を達成する差を生じるとき
、ＭｅノードＢ６０５－ａ、ＳｅノードＢ６０５－ｂなどにタイミング差を報告すること
ができる。たとえば、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、ネットワークによっ
て構成された仮定されたタイミング差、および／または、報告構成の１つまたは複数のパ
ラメータからの、ＵＥ６１５におけるネットワークによって場合によっては構成された１
つまたは複数パラメータからの、ＵＥ６１５において記憶された構成などからのしきい値
を決定し得る。したがって、たとえば、タイミング差決定構成要素６５０は、（たとえば
、上記で説明したように、報告構成中の１つまたは複数のパラメータに基づき得る、タイ
ミング差トリガリング構成要素６５４によって定義された周期タイマーに基づいて）第１
のセルと第２のセルとの間のタイミング差を周期的に決定し得、タイミング差報告構成要
素６５２は、タイミング差を報告し得、ここで、タイミング差は少なくともしきい値だけ
仮定されたタイミング差とは異なる。
【００７２】
　[0084]別の例では、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、タイミング差決定構
成要素６５０によって決定された、および／またはタイミング差報告構成要素６５２によ
って報告された、第１のセルと第２のセルと（または関係するセルグループ）の間の決定
されたタイミング差を、第１のセルと第２のセル（または関係するセルグループ）の前に
決定されたおよび／または報告されたタイミング差と、同様に比較するためのトリガに関
することができる。この例では、第１のセルと第２のセルと（または関係するセルグルー
プ）の間の決定されたタイミング差と前に決定されたタイミング差がしきい値超だけ異な
る場合、タイミング差報告構成要素６５２は、本明細書で説明するように、ＭｅノードＢ
６０５－ａ、ＳｅノードＢ６０５－ｂなどにタイミング差を報告することができる。たと
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えば、しきい値は、タイミング差トリガリング構成要素６５４によって受信された報告構
成の１つまたは複数のパラメータ中に含まれ得る。
【００７３】
　[0085]別の例では、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、タイミング差変化に
よって影響を及ぼされるサブフレームの数の変化を決定するためのトリガに関することが
できる。たとえば、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、タイミング差決定構成
要素６５０によって決定された第１のセルと第２のセル（または関係するセルグループ）
との間のタイミング差が、第１のセルと第２のセルと（または関係するセルグループ）の
間の前に決定されたタイミング差よりも多数のサブフレームに影響を及ぼすかどうかを決
定することができる。説明したように、たとえば、タイミング差決定構成要素６５０によ
るセル間の測定されたタイミング差は、ある程度の不正確さを有し得、および／または、
セルまたはセルグループ間のタイミング差を検出することは、通信リンク６２５－ａおよ
び６２５－ｂを介してサブフレーム境界の何らかの不整合を示し得る。したがって、タイ
ミング差トリガリング構成要素６５４は、サブフレーム境界内の検出されたタイミング差
（たとえば、ｓｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈを法とするタイミング差）が、前の時間差
決定における不正確さδに対応する範囲の外側（たとえば、δ＜オフセット＜ｓｕｂｆｒ
ａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ－δ）から、現在の時間差決定における不正確さδに対応する範囲
の内側（たとえば、δ≧オフセットまたはオフセット≧ｓｕｂｆｒａｍｅ＿ｌｅｎｇｔｈ
－δ）に移動したかどうかを決定することができ、および／またはその逆も同様である。
サブフレーム境界内の検出されたタイミング差が移動した場合、タイミング差報告構成要
素６５２は、本明細書で説明するように、ＭｅノードＢ６０５－ａ、ＳｅノードＢ６０５
－ｂにタイミング差を報告することを決定し得る。タイミング差決定構成要素６５０は、
報告構成または別の構成中の１つまたは複数のパラメータなどとして、ＵＥ６１５によっ
て記憶された、または場合によっては１つまたは複数のネットワークエンティティによっ
て受信された構成に基づいて、ＵＥ６１５のための考えられるタイミング不正確さδを決
定することができることを諒解されたい。
【００７４】
　[0086]別の例では、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、タイミング差トリガ
リング構成要素６５４によって初期化され、管理され得る、禁止タイマーに関することが
できる。タイミング差トリガリング構成要素６５４は、（たとえば、報告構成中の１つま
たは複数のパラメータにおいて示された、ＭｅノードＢ６０５－ａ、ＳｅノードＢ６０５
－ｂ、または他のネットワークエンティティによって別の構成などにおいて示された）ネ
ットワークによって構成されたタイマー値に基づいて禁止タイマーを初期化することがで
きる。その上、たとえば、タイミング差トリガリング構成要素６５４は、前のタイミング
差を報告した後に、禁止タイマーを初期化することができる。その後、少なくとも禁止タ
イマーの満了が決定されるまで、タイミング差決定構成要素６５０は、タイミング差を決
定することを控えることができ、および／または、タイミング差報告構成要素６５２は、
タイミング差を報告することを控えることができる。禁止タイマーが満了した後、タイミ
ング差決定構成要素６５０は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を決定する
ことができ、および／または、タイミング差報告構成要素６５２は、タイミング差を報告
することができる。たとえば、タイミング差を決定することおよび／またはタイミング差
を報告することは、さらに、他の説明したトリガのうちの１つまたは複数に基づき得る。
【００７５】
　[0087]別の例では、報告構成中の１つまたは複数のパラメータは、タイミングを検出し
、報告するようにとの、ネットワークから受信された要求（たとえば、ＭｅノードＢ６０
５－ａ、ＳｅノードＢ６０５－ｂ、またはＭｅノードＢ６０５－ａまたはＳｅノードＢ－
６０５－ｂのうちの１つまたは複数を介した他のネットワークエンティティからの要求）
に関することができる。
【００７６】
　[0088]方法８００はまた、ブロック８１６において、少なくとも第１のセルと少なくと



(26) JP 6567644 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

も第２のセルとの間のタイミング差を決定することを含む。タイミング差決定構成要素６
５０は、第１のセル（たとえば、少なくとも部分的にＭｅノードＢ６０５－ａによって与
えられたセルまたはセルグループ）と第２のセル（たとえば、少なくとも部分的にＳｅノ
ードＢ６０５－ｂによって与えられたセルまたはセルグループ）との間のタイミング差を
決定することができる。説明したように、タイミング差決定構成要素６５０は、上記また
はそれ以外で説明した報告構成中のパラメータの１つまたは複数に基づいて（たとえば、
定義された周期性に基づいて）、タイミング差を決定し得る。さらに、たとえば、タイミ
ング差決定構成要素６５０は、それぞれの通信リンク６２５－ａおよび６２５－ｂを介し
て受信された１つまたは複数のパラメータ（たとえば、ＭｅＮｏｄＢ６０５－ａおよび／
またはＳｅノードＢ６０５－ｂから受信されたシステム情報）に基づいて、タイミング差
を決定することができる。タイミング差は、ミリ秒、マイクロ秒、または通信リンク６２
５－ａと通信リンク６２５－ｂのサブフレームまたはサブフレーム境界間の時間の他の測
度の数、同じまたは重複する時間期間において生じる通信リンク６２５－ａのサブフレー
ム数と通信リンク６２５－ｂのサブフレーム数との間のサブフレームの数、ＳＦＮの指示
、サブフレーム数など、およびＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノードＢ６０５－ｂ（また
は関係するセルまたはセルグループ）の両方のためのＳＦＮの開始のための関連する実際
の時間、サブフレーム数などを含み得る。説明したように、たとえば、タイミング差決定
構成要素６５０は、（たとえば、１つまたは複数のＭＩＢ中で）それぞれのＭｅノードＢ
６０５－ａおよびＳｅノードＢ６０５－ｂから受信されたシステム情報に基づいて、１つ
または複数の時間期間におけるセルのためのサブフレーム数を決定することができる。
【００７７】
　[0089]方法８００は、ブロック８１８において、報告構成に少なくとも部分的に基づい
て、第１の接続を介して少なくとも第１のセルに、または第２の接続を介して少なくとも
第２のセルにタイミング差を報告することをさらに含む。タイミング差報告構成要素６５
２は、（たとえば、タイミング差トリガリング構成要素６５４によって受信された）報告
構成に基づいて、少なくとも第１の接続（たとえば、通信リンク６２５－ａ）を介して第
１のセル（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａのセルまたはセルグループ）に、または少
なくとも第２の接続（たとえば、通信リンク６２５－ｂ）を介して第２のセル（たとえば
、ＳｅノードＢ６０５－ｂのセルまたはセルグループ）にタイミング差を報告することが
できる。一例では、タイミング差報告構成要素６５２は、タイミング差トリガリング構成
要素６５４がタイミング差の各報告の後にタイマーを初期化することができるように、上
記で説明した周期時間トリガに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を報告するこ
とができ、タイミング差報告構成要素６５２は、タイマーの満了に基づいてタイミング差
を報告することができる。別の例では、説明したように、タイミング差報告構成要素６５
２は、タイミング差が、少なくともしきい値だけ、ネットワークによって（たとえば、Ｍ
ｅノードＢ６０５－ａあるいは報告構成または他の構成の１つまたは複数のパラメータに
おける他のネットワークエンティティによって）示されたタイミング差とは異なることを
検出することに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を報告することができる。ま
た別の例では、説明したように、タイミング差報告構成要素６５２は、タイミング差が、
少なくともしきい値だけ、タイミング差報告構成要素６５２によって前に報告されたタイ
ミング差とは異なることを検出することに少なくとも部分的に基づいて、タイミング差を
報告することができる。さらなる一例では、説明したように、タイミング差報告構成要素
６５２は、タイミング差によって影響を及ぼされるサブフレームの数の変化を決定するこ
とに少なくとも部分的に基づいて（たとえば、考えられるタイミング差不正確さおよび／
またはサブフレーム境界不整合に基づいて）、タイミング差を報告することができる。さ
らに別の例では、説明したように、タイミング差報告構成要素６５２は、タイミング差の
前の報告の後に初期化される禁止タイマーの満了を検出することに少なくとも部分的に基
づいて、タイミング差を報告することができる。
【００７８】
　[0090]一例では、タイミング差報告構成要素６５２は、ＭｅノードＢ６０５－ａに、そ
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れとの確立された接続を介して無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ中でタイミング差
を報告し得る。別の例では、タイミング差報告構成要素６５２は、本明細書でさらに説明
するように、ＳｅノードＢ６０５－ｂに、それとの確立された接続を介してＲＲＣメッセ
ージ中で、またはＲＲＣリソースがまだ確立されていない場合メディアアクセス制御（Ｍ
ＡＣ）制御要素（ＣＥ）中でタイミング差を報告し得る。説明したように、報告されたタ
イミング差は、ＳｅノードＢ６０５－ｂおよび／またはＭｅノードＢ６０５－ａのうちの
少なくとも１つが、他のｅノードＢのサブフレームに実質的に整合する１つまたは複数の
サブフレームを決定することができるように、ＳｅノードＢ６０５－ｂとＭｅノードＢ６
０５－ａとのタイミング間のミリ秒、マイクロ秒、サブフレーム、ＳＦＮなどの数を含む
ことができる。いずれの場合も、本明細書でさらに説明するように、ＳｅノードＢ６０５
－ｂは、通信リンク６２５－ｂを介したＵＥ６１５との通信をスケジュールするために、
ＭｅノードＢ６０５－ａのいくつかの動作（たとえば、測定ギャップ、ＤＲＸオン持続時
間など）のタイミング差および既知のタイミング情報を利用することができる。さらに、
一例では、タイミング差報告構成要素６５２は、上記で説明したトリガのうちの１つまた
は複数に基づいて、タイミング差を報告し得る。タイミング差決定構成要素６５０は、報
告構成中で指定された１つのトリガ（たとえば、周期タイマー）または（１つまたは複数
の）パラメータに従ってタイミング差を決定し得、タイミング差報告構成要素６５２は、
報告構成中で指定された別のトリガまたは（１つまたは複数の）パラメータに基づいて（
たとえば、タイミング差と仮定されたタイミング差、前のタイミング差などとの間の差を
、１つまたは複数のしきい値と比較することに基づいて）、タイミング差を報告し得るこ
とを諒解されたい。
【００７９】
　[0091]方法８００はまた、場合によっては、８２０において、報告されたタイミング差
に少なくとも部分的に基づいてスケジュールされたリソースを受信することを含む。通信
構成要素６４０は、報告されたタイミング差に少なくとも部分的に基づいてスケジュール
されたリソースを受信することができる。上記で説明したようにおよび本明細書でさらに
説明するように、ＳｅノードＢ６０５－ｂは、報告されたタイミング差によって調整され
た動作を実行するために、ＭｅノードＢ６０５－ａによってＵＥ６１５のためにスケジュ
ールされたリソース（たとえば、サブフレーム）（たとえば、および／または報告された
タイミング差の不正確さに基づく追加のリソースを含む）に基づいてＵＥ６１５が１つま
たは複数の動作を実行するためのリソースをスケジュールすることができる。
【００８０】
　[0092]図９に、タイミング差が報告されるまで、第２のセルとの第２の接続の態様を構
成することを中断するための例示的な方法９００を示す。方法９００は、ブロック９１０
において、少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することを含
む。通信構成要素６４０（図６）は、ＭｅノードＢ６０５－ａとの通信リンク６２５－ａ
を含むことができる、少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立す
ることができる。方法９００はまた、ブロック９１２において、少なくとも第２のセルに
よってサービスされる第２の接続を構成するための構成メッセージを受信することを含む
。通信構成要素６４０はまた、少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続
を構成するための構成メッセージを受信することができる。たとえば、構成メッセージは
、ＵＥ６０２とｅノードＢ（たとえば、ＳｅノードＢ６０５－ｂ）または関係するセルと
の間の無線接続を構成または場合によっては確立することを可能にするＲＲＣレイヤまた
は他のネットワークレイヤにおいて受信された、接続再構成メッセージ（たとえば、ＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージ）または同様のメッセージを含み得る。前に説明したように、接
続は、ＭＣＧおよびＳＣＧにおいて構成された通信をＵＥ６１５に与えるための多重接続
性を使用して構成され得る。しかしながら、第２の接続の構成は、第２の接続を構成する
ことが、構成メッセージを受信することだけでなく、タイミング差を報告することにも基
づくように、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅノードＢ６０５－ｂとの間のタイミング差が
報告される後まで遅延され得る。
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【００８１】
　[0093]方法９００はまた、ブロック９１４において、少なくとも第１のセルと少なくと
も第２のセルとの間のタイミング差を決定することを含む。たとえば、タイミング差決定
構成要素６５０は、図８に関して説明したように、（たとえば、および／またはタイミン
グ差トリガリング構成要素６５４によって検出された１つまたは複数のトリガに基づいて
）ＭｅノードＢ６０５－ａのセルまたはセルグループとＳｅノードＢ６０５－ｂのセルま
たはセルグループとの間のタイミング差を決定することができる。方法９００はまた、ブ
ロック９１６において、第１の接続を介して少なくとも第１のセルにタイミング差を報告
することを含む。たとえば、タイミング差報告構成要素６５２は、図８に関して説明した
ように、（たとえば、および／またはタイミング差トリガリング構成要素６５４によって
検出された１つまたは複数のトリガに基づいて）タイミング差を報告することができる。
【００８２】
　[0094]方法９００はまた、ブロック９１８において、少なくとも第１のセルにタイミン
グ差を報告することに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも第２のセルによってサー
ビスされる第２の接続を構成することを含む。接続構成構成要素６５６は、少なくとも第
１のセルにタイミング差を報告すること（たとえば、タイミング差報告構成要素６５２が
ＭｅノードＢ６０５－ａのセルまたはセルグループにタイミング差を報告すること）に少
なくとも部分的に基づいて、少なくとも第２のセル（たとえば、ＳｅノードＢ６０５－ｂ
のセルまたはセルグループ）によってサービスされる第２の接続（たとえば、通信リンク
６２５－ｂ）を構成することができる。したがって、たとえば、接続構成構成要素６５６
は、タイミング差が報告されるまで、（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａから）タイミ
ング差を報告することに対する応答が受信されるまでなど、（たとえば、構成メッセージ
を受信したことに基づいて）通信リンク６２５－ｂを介した通信を構成することの１つま
たは複数の態様を遅延させることができる。一例では、接続構成構成要素６５６は、タイ
ミング差がタイミング差報告構成要素６５２によって報告されるまで接続を確立するよう
にとの受信された要求に基づいて、接続の確立または構成を遅延させることができる。
【００８３】
　[0095]別の例では、通信構成要素６４０は、測定ギャップ構成、ＤＲＸ構成、またはＭ
ｅノードＢ６０５－ａと通信するための同様の構成を受信し得る。この例では、接続構成
構成要素６５６は、タイミング差報告構成要素６５２が、ＭｅノードＢ６０５－ａとＳｅ
ノードＢ６０５－ｂとの間の（または関係する接続間の）タイミング差を報告するまで、
ＭｅノードＢ６０５－ａにおけるそのような構成（または関係する動作）を中断すること
ができる。この点について、ＳｅノードＢ６０５－ｂは、説明したように、タイミング差
を決定し、したがって、通信リンク６２５－ｂのための測定ギャップ、ＤＲＸオン持続時
間などを構成することができる（したがって、接続構成構成要素６５６は、タイミング差
が報告されると、またはタイミング差受信の構成が受信されると、構成を再開することが
できる）。一例では、この点について、構成を中断することは、タイミング差が報告され
るまで構成を中断するために、ネットワーク（たとえば、ＭｅノードＢ６０５－ａまたは
別のネットワークエンティティ）から指示を受信することに少なくとも部分的に基づき得
る。また別の例では、ＭｅノードＢ６０５－ａは、タイミング差がＵＥ６１５から報告さ
れるまで、ＵＥ６１５における構成（たとえば、測定ギャップ構成、ＤＲＸ構成など）を
構成解除することができる。
【００８４】
　[0096]図１０は、本開示の一態様に従って構成されたネットワークエンティティ１００
５－ａおよび構成要素の一例を概念的に示すブロック図１０００である。本明細書におい
て図１０と併せて説明する図１１～図１２に、本開示の態様による例示的な方法１１００
および１２００を示す。図１１および図１２において以下で説明する動作は、特定の順序
でおよび／または例示的な構成要素によって実行されるものとして提示されるが、アクシ
ョンの順序およびアクションを実行する構成要素は、実装形態に応じて変更され得ること
を理解されたい。その上、以下のアクションまたは機能は、特別にプログラムされたプロ
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セッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまたはコンピュータ可読媒体を実行するプ
ロセッサによって、あるいは説明するアクションまたは機能を実行することが可能なハー
ドウェア構成要素および／またはソフトウェア構成要素の任意の他の組合せによって実施
され得ることを理解されたい。
【００８５】
　[0097]図１０を参照すると、図１０００は、１つまたは複数の前に説明した基地局／ｅ
ノードＢ（たとえば、ＰＣｅｌｌMCGを与えるＭｅノードＢ６０５－ａ、ＰＣｅｌｌSCGを
与えるＳｅノードＢなど）を含むことができる、ネットワークエンティティ１００５－ａ
、１００５－ｂ、または、ＵＥ１０１５とともに、１つまたは複数の前に説明したＵＥ（
たとえば、ＵＥ６１５）を含むことができる、他のネットワークエンティティを含む。ネ
ットワークエンティティ１００５－ａおよびＵＥ１０１５は、通信リンク１０２５－ａを
介して通信し得、ネットワークエンティティ１００５－ｂおよびＵＥ１０１５は、通信リ
ンク１０２５－ｂを介して通信し得、ネットワークエンティティ１００５－ａおよび１０
０５－ｂは、バックホールリンク１０３４を介して通信し得る。ＵＥ１０１５は、本明細
書で説明したように、ネットワークエンティティ１００５－ａとネットワークエンティテ
ィ１００５－ｂと（および／または他のネットワークエンティティ）の間のタイミング差
を決定し、報告するように構成され得る。ネットワークエンティティ１００５－ａは、Ｕ
Ｅのための通信をスケジュールすることにおいて、ＵＥから受信されたタイミング差報告
を取得し、利用するための通信構成要素１０４０を含む。ネットワークエンティティ１０
０５－ｂはまた、通信構成要素１０４０および／または本明細書で説明した機能を実行す
るためのそれの構成要素を含み得るが、これらの構成要素は説明を簡単にするために省略
されていることを諒解されたい。
【００８６】
　[0098]通信構成要素１０４０は、ネットワークエンティティ１００５－ａとＵＥからの
別のネットワークエンティティとの間のタイミング差を受信するためのタイミング差受信
構成要素１０５０と、受信されたタイミング差に最後に部分的に基づいてＵＥとの接続を
構成するための接続構成構成要素１０５２とを含むことができるか、またはそれらと通信
していることがある。通信構成要素１０４０は、受信されたタイミング差の考えられる不
正確さを決定するためのタイミング差不正確さ決定構成要素１０５４、および／または、
ＵＥへのタイミング差報告をトリガするためのタイミング差トリガリング構成要素１０５
６を場合によっては含むことができるか、またはそれらと通信していることがある。
【００８７】
　[0099]図１１に、受信されたタイミング差に基づいてＵＥとの通信を構成するための例
示的な方法１１００を示す。方法１１００は、場合によっては、ブロック１１１０におい
て、２つのセルまたはセルグループ間のタイミング差報告をトリガするための情報を送る
ことを含む。タイミング差トリガリング構成要素１０５６（図１０）は、２つのセルまた
はセルグループ間のタイミング差報告をトリガするための情報をＵＥ１０１５に送ること
ができる。たとえば、情報は、説明したように、ＵＥ１０１５が、ネットワークエンティ
ティ１００５－ａと１００５－ｂと（または関係するセルまたはセルグループ）の間のタ
イミング差を決定し、報告するようにとの要求、セルまたはセルグループ間のタイミング
差を決定および／または報告することを決定することを検出するためのトリガのタイプ、
ＵＥ１０１５が、それに従ってタイミング差を決定し、報告すべきである周期タイマー値
、達成されるときに、ＵＥ１０１５が報告すべきであるネットワークエンティティ１００
５－ａと１００５－ｂと（または関係するセルまたはセルグループ）の間のしきい値タイ
ミング差、ＵＥ１０１５がタイミング差を報告する際に従うべきである禁止タイマー値な
どを含むことができる。他の例では、説明したように、ＵＥ１０１５は、ＵＥ１０１５に
おいて構成された情報に基づいてトリガを決定することができ、その場合、ブロック１１
１０は、方法１１００中に含まれないことがある。
【００８８】
　[00100]方法１１００は、ブロック１１１２において、ＵＥによって決定された報告さ
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れたタイミング差を受信することを含む。タイミング差受信構成要素１０５０は、ＵＥ１
０１５によって決定された報告されたタイミング差を受信することができる。たとえば、
タイミング差は、ネットワークエンティティ１００５－ａおよび１００５－ｂから受信さ
れたシステム情報に基づいて計算された時間単位の持続時間（たとえば、ミリ秒またはマ
イクロ秒の数）として表され得る、関係する通信リンク１０２５－ａおよび１０２５－ｂ
を介してネットワークエンティティ１００５－ａと１００５－ｂと（または関係するセル
またはセルグループ）の間のタイミング差、ＳＦＮの開始またはいくつかのシステム時間
に対応するサブフレームなどを示すことができる。報告されたタイミング差は、動作が、
報告されたタイミング差に基づいてネットワークエンティティ１００５－ｂの同様の動作
と実質的に時間整合されるように、ネットワークエンティティ１００５－ａが、ＵＥ１０
１５とのいくつかの動作を構成することを可能にすることができる。一例では、タイミン
グ差報告は、ＵＥ１０１５から、および／またはワイヤレスネットワーク中の別のエンテ
ィティ（たとえば、バックホールリンク１０３４を介してネットワークエンティティ１０
０５－ｂ）から受信され得る。
【００８９】
　[00101]方法１１００は、場合によっては、ブロック１１１４において、ＵＥによって
報告されたタイミング差の考えられる不正確さを決定することを含む。タイミング差不正
確さ決定構成要素１０５４は、ＵＥ１０１５によって報告された（たとえば、タイミング
差受信構成要素１０５０によって受信された）タイミング差の考えられるタイミング不正
確さを決定することができる。たとえば、タイミング差不正確さ決定構成要素１０５４は
、ＵＥ１０１５に関係するクラスまたは構成に基づいて、考えられるタイミング不正確さ
を決定することができる。
【００９０】
　[00102]方法１１００はまた、ブロック１１１６において、タイミング差および／また
は不正確さに少なくとも部分的に基づいてＵＥとの通信を構成することを含む。接続構成
構成要素１０５２は、（たとえば、ＵＥ１０１５によって報告され、タイミング差受信構
成要素１０５０において受信された）タイミング差および／または（たとえば、タイミン
グ差不正確さ決定構成要素１０５４によって決定された）不正確さに少なくとも部分的に
基づいて、ＵＥ１０１５（たとえば、通信リンク１０２５－ａ）との通信を構成すること
ができる。接続構成構成要素１０５２はまた、バックホールリンク１０３４を介してネッ
トワークエンティティ１００５－ａに示され得る、）ネットワークエンティティ１００５
－ｂによって構成されたリソース（たとえば、サブフレーム）に基づいて、ＵＥ１０１５
との通信を構成することができる。説明したように、ネットワークエンティティ１００５
－ａは、ＵＥ１０１５の構成、タイプなどに基づいて、ネットワークエンティティ１００
５において構成され得る、δ値に従ってＵＥ１０１５によって実行されたタイミング推定
における考えられる不正確さを決定することができる。タイミング差不正確さ決定構成要
素１０５４は、ＵＥ１０１５から受信されたタイミング差を評価する際に、接続構成構成
要素１０５２を介してそれとの通信を構成するためにこの考えられる不正確さを考慮すべ
きかどうかを決定することができる。
【００９１】
　[00103]一例では、ＵＥ１０１５のための予想されたタイミング不正確さは小さいこと
があり、それにより、ＵＥ１０１５によって報告されたタイミング差は、高い精度を有す
る（たとえば、考えられる不正確さのシンボルの１／２よりも小さい）と予想される。こ
の例では、および、（たとえば、図７のタイミング差７００において説明した例１におけ
る、）ネットワークエンティティ１００５－ａおよび１００５－ｂが、サブフレーム境界
において整合された場合、接続構成構成要素１０５２は、報告されたタイミング差を次の
または前のサブフレーム長さの倍数に丸めること（たとえば、それはさらに、報告された
タイミング差と丸められたタイミング差との間のより小さい差の値を生じる）、およびタ
イミング差によって示されたサブフレームの数のために調整することに基づいて、ＵＥ１
０１５との接続を構成することができる。この点について、接続構成構成要素１０５２は
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、追加のサブフレームを含むことなしに他のｅノードＢによって使用されるサブフレーム
に整合される、いくつかの動作（たとえば、測定ギャップ、ＤＲＸオン持続時間など）の
ためのサブフレームの同じ数を使用するように、ＵＥ１０１５との接続を構成することが
できる。
【００９２】
　[00104]別の例では、ＵＥ１０１５のための予想されたタイミング不正確さはより大き
いことがあり、それにより、ＵＥ１０１５によって報告されたタイミング差は、同じくら
い正確なものでないことがあり（たとえば、考えられる不正確さのシンボルの１／２超を
有し）、タイミング差は、サブフレーム境界における不整合を示し得る（たとえば、ここ
で、サブフレーム長さを法とするタイミング差が、しきい値よりも大きい）。この例では
、タイミング差不正確さ決定構成要素１０５４は、（たとえば、図７中のタイミング差７
０２および７０４における例２および例３の場合のように）ＵＥ１０１５によって報告さ
れたタイミング差における考えられる不正確さを考慮し得る。たとえば、タイミング差不
正確さ決定構成要素１０５４は、考えられる最大不正確さを取得することができ、ＵＥ１
０１５から受信されたタイミング差が、考えられる不正確さ内にあるサブフレーム境界オ
フセットを示すか否かを決定することができる。たとえば、説明したように、タイミング
差不正確さ決定構成要素１０５４は、サブフレーム境界オフセット（たとえば、サブフレ
ーム長さを法とする受信されたタイミングオフセット）が、不正確さδよりも大きく、１
－δよりも小さいかどうかを決定することができる。この場合、サブフレーム境界オフセ
ットは不正確さδ内になく、接続構成構成要素１０５２は、説明したように、ネットワー
クエンティティ１００５－ａが、タイミングにおいてネットワークエンティティ１００５
－ｂの前にあるのか、後にあるのか、およびしたがって、ネットワークエンティティ１０
０５－ｂと整合する際の１つまたは複数の動作（たとえば、測定ギャップ、ＤＲＸなど）
のために、それぞれ、追加のサブフレームを構成されたサブフレームの開始においてスケ
ジュールすべきなのか、終了においてスケジュールすべきなのかを決定することができる
。タイミング差不正確さ決定構成要素１０５４が、サブフレーム境界オフセットは、不正
確さδよりも小さいか、または１－δよりも大きいと決定した場合、これは、サブフレー
ム境界オフセットが、δ内にあることを示し、接続構成構成要素１０５２は、説明したよ
うに、他のｅノードＢと整合する際の１つまたは複数の動作（たとえば、測定ギャップ、
ＤＲＸなど）のために構成されたサブフレームの開始に追加のサブフレームを、および終
了に追加のサブフレームをスケジュールすることができる。
【００９３】
　[00105]図１２に、受信されたタイミング差に基づいてＵＥとの通信を構成するための
例示的な方法１２００を示す。方法１２００は、場合によっては、ブロック１２１０にお
いて、第１のセル中でＵＥとの第１の接続を確立することを含む。通信構成要素１０４０
は、（ネットワークエンティティ１００５－ａによって与えられるセルまたはセルグルー
プを含み得る）第１のセル中でＵＥ１０１５との第１の接続（たとえば、通信リンク１０
２５－ａ）を確立することができる。この例では、ネットワークエンティティ１００５－
ａは、ＭｅノードＢであり得ることを諒解されたい。方法１２００はまた、ブロック１２
１２において、第２のセル中で第２の接続を確立するための構成メッセージをＵＥに送信
することを含むことができる。通信構成要素１０４０はまた、ネットワークエンティティ
１００５－ｂ（たとえば、ＳｅノードＢ）によって与えられ得る、第２のセルとの別の接
続を確立するための構成メッセージをＵＥ１０１５に送ることができる。
【００９４】
　[00106]説明したように、たとえば、ＵＥ１０１５において構成を受信することは、セ
ルにおけるいくつかの動作（たとえば、測定ギャップ、ＤＲＸ持続時間など）の時間整合
を可能にするために、ＵＥ１０１５に、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を
決定させることができる。したがって、方法１２００はまた、ブロック１２１４において
、ＵＥによって報告された第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を受信すること
に少なくとも部分的に基づいて第２の接続を構成することを含む。接続構成構成要素１０
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５２は、タイミング差を受信することに少なくとも部分的に基づいて接続を構成すること
ができる。たとえば、接続構成構成要素１０５２は、測定ギャップと、ＤＲＸ持続時間と
、ＵＥ１０１５に構成メッセージを送信することとＵＥ１０１５からタイミング差報告を
受信することとの間の関係する動作とを中断することができる。別の例では、接続を構成
することは、（たとえば、図１１を参照して説明したように）ネットワークエンティティ
１００５－ｂが、ＵＥ１０１５との接続を確立し、タイミング差に基づいてそれのタイミ
ングをネットワークエンティティ１００５－ａと整合させるように、測定ギャップ、ＤＲ
Ｘ持続時間など、いくつかの動作をスケジュールすることを可能にするために、（たとえ
ば、バックホールリンク１０３４を介して）ネットワークエンティティ１００５－ｂにタ
イミング差情報を与えることを含むことができる。
【００９５】
　[00107]図１３は、本開示の一態様に従って構成された処理システム１３１４を採用す
る装置１３００のための例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図である
。処理システム１３１４は、通信構成要素１３４０を含む。一例では、装置１３００は、
様々な図において説明するＵＥ、ｅノードＢ、ネットワークエンティティなどのうちの１
つと同じまたは同様であり得るか、あるいはそれに含まれ得る。そのような例では、通信
構成要素１３４０は、たとえば、ＵＥ６１５の通信構成要素６４０、ネットワークエンテ
ィティ１００５－ａの通信構成要素１０４０などに対応し得、したがって、本明細書で説
明した機能を与えるためのそれらの構成要素を含むか、またはさもなければそれらの構成
要素に結合され得る。この例では、処理システム１３１４は、バス１３０２によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１３０２は、処理システム
１３１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１３０２は、プロセッサ１３０４によって概略的に表される
１つまたは複数のプロセッサ（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコント
ローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
）、およびコンピュータ可読媒体１３０６によって概略的に表されるコンピュータ可読媒
体を含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３０２はまた、タイミングソース、周辺
機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これら
の回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。バス
インターフェース１３０８は、バス１３０２と、信号を受信または送信するための１つま
たは複数のアンテナ１３２０に接続されたトランシーバ１３１０との間のインターフェー
スを与える。トランシーバ１３１０および１つまたは複数のアンテナ１３２０は、伝送媒
体を介して（たとえば、オーバージエアで）様々な他の装置と通信するための機構を与え
る。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース（ＵＩ）１３１２（たとえば、キーパ
ッド、ディスプレイ、スピーカー、マイクロフォン、ジョイスティック）も与えられ得る
。
【００９６】
　[00108]プロセッサ１３０４は、バス１３０２を管理することと、コンピュータ可読媒
体１３０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウ
ェアは、プロセッサ１３０４によって実行されたとき、処理システム１３１４に、特定の
装置のための本明細書で説明する様々な機能を実施させる。コンピュータ可読媒体１３０
６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１３０４によって操作されるデータ
を記憶するために使用され得る。上記で説明した通信構成要素１３４０は、プロセッサ１
３０４によって、またはコンピュータ可読媒体１３０６によって、またはプロセッサ１３
０４とコンピュータ可読媒体１３０６の任意の組合せによって全体的にまたは部分的に実
装され得る。
【００９７】
　[00109]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
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磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【００９８】
　[00110]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実
装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当
業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装
の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００９９】
　[00111]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧ
Ａまたは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハ
ードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれ
らの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティン
グデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任
意の他のそのような構成として実装され得る。
【０１００】
　[00112]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、また
は当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒
体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができ
るように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得
る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存
在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素とし
て存在し得る。
【０１０１】
　[00113]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
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ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェ
ブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録
商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（di
sc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（
disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体
の範囲内に含まれるべきである。
【０１０２】
　[00114]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるようにするために提供したものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に
明らかになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱するこ
となく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例およ
び設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する
最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するための方法であって、
　少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することと、
　少なくとも第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立することと、
　セル間のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定す
る報告構成を受信することと、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定することと、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１の接続が、少なくとも前記第１のセルを備えるマスタセルグループとのもので
あり、前記第２の接続が、少なくとも前記第２のセルを備える２次セルグループとのもの
である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記報告構成を受信することが、少なくとも前記第１のセルまたは少なくとも前記第２
のセルから前記報告構成を受信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記タイミング差を報告することが、周期タイマーの満了を検出することに少なくとも
部分的に基づき、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記周期タイマー
に関する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が少なくともしきい値だけ仮定
されたタイミング差とは異なると決定することに少なくとも部分的に基づき、ここにおい
て、前記１つまたは複数のパラメータが、前記仮定されたタイミング差または前記しきい
値に関する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が少なくともしきい値だけ前に
報告されたタイミング差とは異なると決定することに少なくとも部分的に基づき、ここに
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おいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記しきい値に関する、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ７］
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が、考えられるタイミング正確
さに対応する範囲の外側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応すると決定す
ることに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタイミング差は、前記考え
られるタイミング正確さに対応する前記範囲の内側にあったサブフレーム整合における前
のオフセットに対応した、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記タイミング差を報告することは、前記タイミング差が、考えられるタイミング正確
さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整合におけるオフセットに対応すると決定す
ることに少なくとも部分的に基づき、ここで、前に報告されたタイミング差は、前記考え
られるタイミング正確さに対応する前記範囲の外側にあったサブフレーム整合における前
のオフセットに対応した、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記タイミング差を報告することが、禁止タイマーの満了を検出することに少なくとも
部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記タイミング差に少なくとも部分的に基づいて前記第１の接続または前記第２の接続
を介して通信するための１つまたは複数のパラメータを構成することをさらに備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１の接続または前記第２の接続のために定
義された測定ギャップに対応する、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　少なくとも前記第２のセルによってサービスされる前記第２の接続を構成するための接
続再構成メッセージを受信することをさらに備え、ここにおいて、前記タイミング差を報
告することが、前記報告構成を受信することに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて
、前記第２の接続を確立することが、前記接続再構成メッセージを受信することと、前記
タイミング差を報告することとに少なくとも部分的に基づいて前記第２の接続を構成する
ことを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するための装置であって、
　少なくとも第１のセルおよび少なくとも第２のセルと通信することを可能にするために
、少なくとも前記第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立することと、少な
くとも前記第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立することとを行うように
構成された通信構成要素と、
　セル間のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定す
る報告構成を受信するように構成されたタイミング差トリガリング構成要素と、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定するように構成されたタイミング差決定構成要素と、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告するように構成されたタイミング差報告構成要素と
　を備える、装置。
［Ｃ１４］
　前記第１の接続が、少なくとも前記第１のセルを備えるマスタセルグループとのもので
あり、前記第２の接続が、少なくとも前記第２のセルを備える２次セルグループとのもの
である、Ｃ１３に記載の装置。
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［Ｃ１５］
　前記タイミング差トリガリング構成要素が、少なくとも前記第１のセルまたは少なくと
も前記第２のセルから前記報告構成を受信するように構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、周期タ
イマーの満了を検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記タイミング差を報告す
るように構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記周期タイマ
ーに関する、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、前記タ
イミング差が少なくともしきい値だけ仮定されたタイミング差とは異なると決定すること
に少なくとも部分的に基づいて、前記タイミング差を報告するように構成され、ここにお
いて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記仮定されたタイミング差または前記しき
い値に関する、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、前記タ
イミング差が少なくともしきい値だけ前に報告されたタイミング差とは異なると決定する
ことに少なくとも部分的に基づいて、前記タイミング差を報告するように構成され、ここ
において、前記１つまたは複数のパラメータが、前記しきい値に関する、Ｃ１３に記載の
装置。
［Ｃ１９］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、前記タ
イミング差が、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の外側にあるサブフレーム整
合におけるオフセットに対応すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記タ
イミング差を報告するように構成され、ここで、前に報告されたタイミング差は、前記考
えられるタイミング正確さに対応する前記範囲の内側にあったサブフレーム整合における
前のオフセットに対応した、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、前記タ
イミング差が、考えられるタイミング正確さに対応する範囲の内側にあるサブフレーム整
合におけるオフセットに対応すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記タ
イミング差を報告するように構成され、ここで、前に報告されたタイミング差は、前記考
えられるタイミング正確さに対応する前記範囲の外側にあったサブフレーム整合における
前のオフセットに対応した、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記タイミング差報告構成要素は、前記タイミング差トリガリング構成要素が、禁止タ
イマーの満了を検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記タイミング差を報告す
るように構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記通信構成要素が、前記タイミング差に少なくとも部分的に基づいて前記第１の接続
または前記第２の接続を介して通信するための１つまたは複数のパラメータを構成するよ
うにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１の接続または前記第２の接続のために定
義された測定ギャップに対応する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　少なくとも前記第２のセルによってサービスされる前記第２の接続を構成するための接
続再構成メッセージを受信するように構成された接続構成構成要素をさらに備え、ここに
おいて、前記タイミング差報告構成要素が、前記報告構成を受信することに少なくとも部
分的に基づいて前記タイミング差を報告するように構成され、ここにおいて、前記通信構
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ととに少なくとも部分的に基づいて前記第２の接続を構成することに少なくとも部分的に
よって前記第２の接続を確立するように構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するための装置であって、
　少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立するための手段と、
　少なくとも前記第１のセルおよび少なくとも第２のセルと通信することを可能にするた
めに、少なくとも前記第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立するための手
段と、
　セル間のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定す
る報告構成を受信するための手段と、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定するための手段と、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２６］
　前記第１の接続が、少なくとも前記第１のセルを備えるマスタセルグループとのもので
あり、前記第２の接続が、少なくとも前記第２のセルを備える２次セルグループとのもの
である、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　受信するための前記手段が、少なくとも前記第１のセルまたは少なくとも前記第２のセ
ルから前記報告構成を受信する、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレスネットワークにおいて多重接続性を使用してセル間のタイミングにおける差
を報告するためのコンピュータ実行可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体であっ
て、前記コードが、
　少なくとも第１のセルによってサービスされる第１の接続を確立するためのコードと、
　少なくとも前記第１のセルおよび少なくとも第２のセルと通信することを可能にするた
めに、少なくとも前記第２のセルによってサービスされる第２の接続を確立するためのコ
ードと、
　セル間のタイミング差を報告することに関係する１つまたは複数のパラメータを指定す
る報告構成を受信するためのコードと、
　少なくとも前記第１のセルと少なくとも前記第２のセルとの間の前記タイミング差を決
定するためのコードと、
　前記報告構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の接続を介して少なくとも前記
第１のセルに、または前記第２の接続を介して少なくとも前記第２のセルに前記タイミン
グ差を報告するためのコードと
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２９］
　前記第１の接続が、少なくとも前記第１のセルを備えるマスタセルグループとのもので
あり、前記第２の接続が、少なくとも前記第２のセルを備える２次セルグループとのもの
である、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　受信するための前記コードが、少なくとも前記第１のセルまたは少なくとも前記第２の
セルから前記報告構成を受信する、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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